
京都府遺跡調査概報

第 5冊

1. 狐谷横穴群

2.広隆寺跡

3. 長岡宮跡第 119次

1 9 8 2 

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター



序

昭和56年4月に財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターが発足しました。その設立の

目的は，京都府内の埋蔵文化財の調査，保存，活用及び研究を行い，その保護を図るととも

に，先人の迫した文化財を大切にする考え止！の普及育成に努め，地域の文化の発展l乙寄与す

ることにあります。

当剥査研究センターの直面するお：業は，京都］fr内の各地における忠誠文化財の発掘調査で

あり，昭和56年度は34件の調査を実施しました。 乙れらの調査結果の概要は，「京都府遺跡

制査概報J第lHHから第 4附までにまとめて既に刊行いたしました。乙の第51滑に収めた概

要は，昭和57年度まで継続して調査したもの及び附和56年度末まで現地調査を実施した3件

です。このうち「広隆寺跡」で検出しました党鐘鈎造遺構については，乙れから復原校型を

作成する予定です。また， 美iJ~山狐谷横穴'lit：は，内部lこ保存処躍をしたうえ，学校建設予定

地内に保存することが決定しています。

当調査研究センターでは， i送跡の保存のためあらゆる努ノ1をするとともに，たとえ保存が

凶難な遺跡についても正確な，；己録を作成し， その活用に努めていく所存であります。 乙の

「京都府追跡調査紙報」は，i正式の調査報告としてまとめる前に調査結果の概要を報告する

ために刊行するものであります。 WU乙刊行している「京都府埋政文化財情報」 とあわせて御

活用いただければ幸甚であり ます。

この報告書をまとめるまでの現地調査では，開発事業関係者はもちろんのこと京都府教育

委員会，各llJ/ilf教行委員会をはじめ3 関係機関の御協力を：乏け，さらに，炎天の ド， l滋）JO)

r/Jで熱心lこ作業に従事していただいた多くの方がたがあります。この報告書を刊行するにあ

たって，これらの多くの関係者（CJ日くお礼を申し上げます。

U(J和 57年 7 月

財凶法人 京都府埋蔵文化財調査！Uf究セ ンター

理 事長 福 山 敏男



凡例

1. 本冊lζ収めた概要は，

1. 狐谷横穴群 2. 広隆寺跡 3. 長岡宮跡第119次

を対象としたものである。

2. 各遺跡の所在地，調査期間，経費負担者及び概要の執筆者は下表のとおりである。

遺 跡 名 所 在 地 l調査期間 経費負担者 ｜執筆者

昭57.1. 25 

1.狐谷横穴群 ｜八幡市・美濃山字狐谷
｜！召57.4.28 

昭57.5.14 

lll.l57. 7.17 

昭56.7.13 

2 広隆寺跡l京都市右京区太耕ケ問 H百56.8.20 
京都問察本部 ｜石尾政信

昭57.1. 12 

H百57.3.12 

3. 長第百9夏 跡 ｜向日市寺戸字南垣内
昭57.3.17 I 
I ｜京都府教育委員会 竹井治維

nl.l57. 5.13 I 

3. 本冊の編集には，調査課企画資料担当が当った。

JI 
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狐谷横穴群

1.狐谷横穴群発掘調査概要

1 はじめに

京都府は，八幡市美濃山字狐谷一帯の丘陵地lζ高等学校の新設を計画したが，同校予定地
（注1)

付近には，横穴や，弥生－t.器 ・石器の散布地が存在するため，造成工事に先立ち発掘調査を

実施した。調査の結果， 8基の横穴群等の逃構と須恵器をはじめとする多数の造物を検出した。

調査は，京都府教育委員会からの依頼により（財）京都府埋蔵文化財調査研究センターが行

なったが，横穴群を中心とする地区を昭和57年1月25日から 4月28日まで，その周辺地区を

同年5月14日から7月17日まで，それぞれ実施した。現地調査については，主任調査員長谷

川 達・辻本和美，調査員村尾政人・久保田健士が担当したが，調査期間全体を通じて主に久保

第1関 調査 地位 置 図 （1/25,000)



京都府遺跡調査概報第5冊

第2図調査地地形図

回が行なった。本概要は，横穴群の地区の調査について報告するものであり，執筆 ・編集は

久保田が担当した。
（注3)

調査に際しては，多くの方々の専門的な御指導 ・御教示を得た。心から謝意を表したい。

2. 調査の経過

今回の調査地は，海抜 30m前後の丘陵地（竹林）であり， 遺構および造物包含層の埋蔵

状況を確認するため，調査対象地に幅約3mのトレンチを数か所設定した。掘削は当初，機

械力を導入し，竹林の置土（深さ 0.5～2. 0 m）を除去した後，人力により精査等をJI良次行

なった。その結果，旧地形をある程度推定するととができ，また検出された丘陵の南斜面で

古墳時代後期の須恵器を含む暗茶褐色砂質土の広がりを数か所確認した。横穴群の可能性が

あるため，さらに南向斜面を検出するためにトレンチを拡張した結果，並列する帯状の暗茶

禍色砂質土の広がりを9か所確認しかっ一部に空洞を認めた。そのととにより，横穴群の

存在が確定した。

横穴の調査にあたっては，玄室lζ至る通路部分（墓道）から埋没状況を確認しながら，埋

土の除去を行なった。墓道からは，須恵器の聾，土師器の皿等の破片が若干出土した。玄室

2 



狐谷横穴群

の埋土除去については，遺存状況により困難なものが多く，慎重に行なった。その結果， I基

を除く8基の横穴が確認され，多数の土師器 ・須恵器 ・鉄万のほか，多数の人骨が出土した。

その他l乙，以上の横穴群の東に接した地点で，須恵器の杯身セットが出土した炭を充填し

た長方形の土墳を，その北側で方形周溝遺構をそれぞれ検出した。

3.調査概要

横穴群の位置するE陵は，西から東にかけて延びるゆるやかな傾斜地で，海抜 28111から

34111の聞にあたる。横穴群が構築された斜面は，幅約 23111の谷の南向斜面で，傾斜角度は

20～30度である （第2図）。

横穴群が構築された地山層は，いわゆる大阪層群と呼ばれる褐色の砂磯層および砂質土で

あり，比較的もろい地盤である。炭充填土墳は，褐色砂質土を切り込んでおり，方形周溝遺

構は茶褐色粘質土をベースとしている。

横穴群の谷部の底Kは，H音褐色砂礁の堆積が認められ，自然の流路を推定できた。横穴群

は，その自然流路lと接するように主軸を南南東～南東にふり，比較的整然と並んでいる。横

穴群は，2号横穴を東端として西方に延びており，10号横穴から西方約 60111付近に既に開

口した横穴が2基存在している。それらは， 2号～10号横穴と同ーの群を構成しているもの

と判断される（図版第1ー(l））。なお，谷部の北向斜面（横穴群の斜面の南側の斜面）には，

横穴は存在しなかった。

以下，横穴群 ・炭充填土披 ・方形周溝遺構の概略を各遺構ごとに報告する。

(1)機穴群

2号横穴 （第3図図版第4)

砂質土を掘削して築造されている。玄室 ・玄門の天井は陥没している。全長7.90111，玄室

長 3.27111，玄室幅 （奥壁部でのもの， 以下同じ）1. 10111を測る。墓道裾から玄室奥壁中央を

見た主軸方向（以下各横穴とも同じ）は， N-20。－W をとる。玄室は他に比して小型であり，

平面形は奥壁lζ向かつてやや広がる長台形をしている。玄室埋葬面と墓道面との聞に，段と

小溝を設けている。墓道は幅lm弱の狭長な通路であり，地山を横断面逆台形lζ掘り込んで

造られている。奥壁lとは，小穴が開いているがその性格については不明である。

造物は，玄室を中心として出土しており，埋葬商から 1体分と思われる人骨片が 50cm×

150cmの範囲で検出され，その左側lζ鉄万 ・欽小万が各1点，顕議骨付近で金環1点、が検出

された。玄門付近では，土師器の境6点，須恵器の台付長頚牽1点 ・有蓋高杯5点 ・無蓋高

- 3 -
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L•28.50 

b一一・刊、~/ '¥ 必拶＇°－－＜＞
L•28.50 ~ v盟F

信同工／－

'U 

ヨ

第3図 2号横穴実狽lj図

；杯1点 ・惹3点が， 土師器が左，須恵器が有という状態で検出された。また，芸道のほぼ中
〔注6)

央で土師器の塊1点が検出された。

3号横穴 （第4図図版第5)

2号横穴と同様，砂質土を掘削して造られている。玄室，玄門とも天井が崩落している。

全長 10.lOmを測り，玄室長 3.54m，玄室幅 1.93mである。主軸を N 12°-W にとる。玄

室平而は2号横穴同様の長台形をしており，奥壁の痕跡から，天井の形状はアーチ形と推定

される。玄室と墓道の聞には段をもたない。墓道幅は約 lmであり，断而は逆台形である。

なお，玄室の右側壁には小穴が認められ，人頭大の石が2点そこから検出された。

造物は，玄室内で玄門付近， 玄室中央，奥壁部の3震Flと分かれて検出された。人骨は頭荒

骨の数から推定して2体分と思われる。土器は，土師器の壷（斐） . J]]l, 須恵器の台付長頚

査3点 ・有蓋高杯2点 ・無蓋高；郎1点 ・：郎身1点である。また， 黒色土器（A類）が2点出

土した。

- 4 -
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b－一一

l'29.00 ！。

＼顎J
同.

ヨ

第4図 3 号繍穴実 iJ!リ121

4号横穴 （第5区｜ 凶版第6)

1沙i疎！冒を掘削して築造されている。玄室部分は迫存状態がよい。全長 9.!15m. 玄室長 3.

86m，玄室l九I2. 06m を測る。主軸は N-25°-W である。玄室は他と同様平面長台形をし，

天11・はアーチ形をなし玄門lζ向かつて低くなっている。玄室と墓道との聞に段をもたず， 幅

約 1Illの墓道が続く。墓道断面は逆台形をしている。

造物は，玄門付近で2群lζ分かれて検山され，玄室の3分の2の範囲には人骨が散乱して

いた。土師器の椀6点，須恵器の有菱商事f5点 ・無差高杯2点 ・台付長顎盈1点 ・杯身2点

・杯蓋3点 ・平瓶1点が出土した。また，金獲2点が人骨片の聞から出土した。

- 5 -
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また，墓道埋土中位から，須恵器の聾8個体分が破砕した状態で検出された。

なお，発掘中に玄門付近の埋土中から人頭大の石2点を検出している。

図版第 7)5号横穴 （第6図

砂磯層を掘削して造られている。玄室天井・側壁の崩落が著しい。 全長 9.90m，玄室長5.

14m，玄室幅 2.14mを測る。主軸は， N-29。W である。玄室平面形は長台形をしており，

2つの段天井の横断面もアーチ形と推定される。玄門部付近に段を2つもつのが注目され，

6 
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！？面 40crn程度の小満を付属することの聞のテラスで造物が検出された。墓道寄りの段では，

ゆるやかな弧をなしているのが他と異なる。墓2号横穴と共通している。玄室奥壁が，が，

道は幅 60crn弱で他と比して短い。

また，玄室埋葬面には人骨片が左造物は，玄門部の右側で重なり合った状態で検出され，

須恵器の有蓋高側，土師器の血が右側で検出された。土師器の高杯1点 ・椀l点 ・皿2点，

須恵器の上lζ土師器類

墓道裾埋土中位及び，長方形の木炭の上から土姉器

7 

杯2点 ・無蓋高杯；4点 ・杯身2点が出土している。玄門の土器類は，

が載せられている状態であった。なお，
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区i州
叫〉定穴tl'i 且つ6 第7図

の祭が出土した。

凶版第8)（第7区l6号横穴

主l、磯層を掘削して造られている。玄室の造存状態は良好である。全長 12.OOm，玄室長 5.

天井はアーチ15m玄室幅 2.16mを測る。主軸は N-39。W Iζとる。玄室平面は長台形で，

8 
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1段高くなっている。形をなし玄門lζ向かつて低くなる。埋葬面は，

i品物は須恵器のみで，玄門付近の段の下で検出された。無蓋高師2点 ・杯身4点 ・；杯蓋1

点 ・長頚査1点である。人骨片は検出されなかった。

図版第9)（第8図7号横穴

｛沙［旅層を掘削して造られている。玄室天井側壁の崩治：が若しい。全長 10.05m，玄室長 3.

65m，玄室幅 1.69m である。主軸は N-27°-W にとる。玄室と墓道の聞に段をもっ。玄室

。

日一一日同月
F

，

L
L十一
－r

こい百一
F
L

・－H
口、 図説リ実穴横

9 

ロラ7 第8図
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平面は長台形で，天井断面はアーチ形をなすと推定される。

造物は，玄室埋葬面lζ散乱した状態で検出された。 土器は， 須恵器の11!€蓋高：杯 2 点、 ・ ；杯身

3点 ・：杯葦1点 ・宝珠つまみ蓋5点 ・台付長類壷3点である。人骨片は3体分確認した。土

器は主として玄門付近の左側で検出された。また，墓道裾で須恵器の壷片が／／j土し，その内

第9図 8 号横 穴実 視lj 図

- 10 -
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面lζ 「車輪文タタキ目」が施されていたのが注目された。

8号横穴 （第9図図版第10)

砂磯層を掘削して造られている。玄室天井 ・側壁の崩落が著しし、。全長 11.80m，玄室長

3. 42m，玄室幅 1.98m である。主軸は N-12° ¥V Kとる。玄室平面は長台形をしており，

天井はアーチ形と推定される。玄門部は，天井が遺与しているが崩落が認められ，墓道との

聞に段をもっ。基道は幅1m程で，横断面で逆台形をなす。

造物は，玄室の埋土中から 3面にわたって検出されたが，最上位のものは，人骨片のみで

土器などは伴わなかっ

た。中位の埋葬面では，

須恵器の高台付の杯と

宝珠つまみ付の蓋のセ

ットが検出され，人骨

片はなかった。最下位

の埋葬面では，玄門付

近lζ須恵器の無蓋高杯

1点 ・長い高台付の坪

・坪身セット， 奥壁部

で須恵器の台付長頚壷

1点， 土師器の壷1点

が出土した。人骨は，

l体分が玄室の右側で

頭部を南lζ向け，伸展

された状態で検出され

た。

9号横穴 （第10凶

図版第11)

色l、磯層を掘削 して造

られている。遺存状態

は横穴群中で最も良好

である。全長 8.35m, 

玄室長3.12m，玄室幅

四 土

第10図 9号 績穴 実 測 図

- 11-
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1. 52m を測る。主軸は N-23°-W にとる。玄室平市！は他と同様に長台形をしており，天井

は横断面アーチ形をし，玄門l乙向かつて低くなっている。玄門もアーチ形をしでいる。 玄室

埋葬面と墓道の聞に段をもっ。墓道は幅lm弱で，やや裾の方が細くなっている。その横断

面は逆台形をしている。墓道裾は幅が 80cm程のテラスと連なっているが，横穴との関連は

不明確である。

；迫ー物は， 玄室の右側寄りの所で，ほぼ1体分と忠われる人骨片と，その左で鉄刀 1）えが検

出された。その他では，人骨片にま じって金環が1点出土したのみで，土器はなかった。

a 

しこ30,00

ー
し＝30.00－一説 芯 一一

b総攻奴刃d設6… 。 1m 

J!lm図 小横穴実測図

、
＼ 一一じ28.SOm

－ 
~ 

｜。
1> r 

50cm 

第12図 炭充填土城実測図

- 12 -

小横穴 （第11図 図版

第12)

6号横穴と7号横穴の闘

で，地山砂I深層を掘り込ん

だ小穴が認められた。半球

状のものであり幅 40crn,

高さ 60cm，奥行 30cm が

残存している。その中には，

横穴群と同様lと暗茶禍色土

が埋土として入っていたが，

造物は検出されなかった。

(2） 炭充填土壕 （第L~

図図版第14)

2号横穴の東約4rnの地

点で， 50crn×lOOcrn の長

方形の炭を充填した土1肢が

検出された。土扱は，初色

紗、質上に掘り込まれている。

深さ 5crn程迫存しており，

黒色炭と炭混じりの褐色土
F
H
M

∞・ω
。ョ

の2層が埋土となっている。

造物は，；杯身のセットが

東端から，また杯身片が埋
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l~ 
・.o 土中から出土した。

・.c 

(3）方形周溝遺構 （第13

図 図版第15)

横穴群の北東方向の丘陵裾

平坦面で検出された四方を幅

一一－a 約 1rnの溝によって区画され

た遺構である。溝は茶褐色粘

質土を掘り込んでおり，埋土

E 
として暗茶褐色土 ・暗褐色土。ぱ3

0刊i 
が堆積している。 遺物は，好；

II 
．」

身の破片が少数この埋土中の

」コ .c 下層から出土している。また，

西側の周溝にそって2つの椅

円形の土；販が接している。北

。 5m 側の周溝は，幅60crn前後の

!'f¥131>;(] 方形周構造構実誤lj図 潜（SDOl）に切られており，

須恵器が出土した。

(4）出土遺物 （第14・15・16図）

今回の横穴疎地区の調査では，土器類を中心lζ多く のi造物が出土した。

8 ;;!i¥;の横穴山土の k探は，完形や器形を判別しう る破片も含めると，総数120点余りにな

る。 L師器が39点，須主主；器が86点である。それぞれの器稽構成は，土師器は境 ・皿 ・壷 ・高

杯 ・整であり，須恵器は有蓋両杯 ・無蓋高杯 ・蓋 （つまみ付） ・杯身 ・；杯蓋 ・台付長類壷 ・

長T:J'l布 ・ 台付~{1.T-~者 ・ 平瓶 . t:;台付郎 ・鉢 ・大要である。以下，その概略を述べることとす

る。

土師器の坊は，体部が半偏球状を呈するもの (1～3）と半球状のもの（4・18）があり，

体部下半をへラケズ リするもの (1・3・4・18）とそうでないもの（2）がある。 2号横穴

出二十の境 (1）は，口縁部が外反しているのが特徴的である。 皿は，内面に暗文をもつもの

がある。歪（5）は，球状の休部に外反する縁部をもち，休部内面下半をへラケズリし，他

はナデ ・ハケ目で調整する。同様の査は8号横穴からも出土している。 高杯（19）は，杯部

- 13 -
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2号横穴 ：1・4・14-16

3号横穴 5・7・10・13・17

4号横穴： 2・3・6・8・9・11・12

（土師器： 1～ 5、須恵器 ：6-17)

第14図

文迂？ 7

4三Os
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が大きく外上方に延び，透かしのない脚部がつく。

次lζ須恵器であるが，坪；身（7・9・21・23・24・25）は，ほとんどのものが，たちあがり

が短く内傾するものであり，8号横穴出土のもの（25）は，直立気味の口縁部をもち， 平底

に聞く胸i台をつける。有蓋高杯は， 短く内傾するたちあがりをもっ杯部に2段透かしの長脚

をつけたもの (12・15）が大半であるが，5号横穴出土のもの（26）は，透かしなしで2条

の凹線を施すやや短い脚部をもっ。無来高杯には， 長j倒12段透かしのもの（28・31）と，透

かしのない短い脚のもの（10・11・27・30）がある。長顎査には， 方形の2段透かしをもつ

もの（34），方形の1段透かしをもつもの（17），透かしのない脚台をもつもの (16・33)' 

円形の透かしをもつもの（13）， 脚台のないもの（32）がある。 短頚蚤（6）は，やや胴の

張る休部に短く外反する口縁と，やや核をもっ脚台がつく。主には，半f1ni球状のもの（8・

20・22），中央部が凹んだつまみをもつもの（14），かえりと宝珠つまみをもつもの（29）が

ある。

なお，横穴群からは，鉄万が2点 （2号 ・9号横穴），金環（2号 ・4号 ・9号横穴） が

出土している。 また， 3号横穴からは，黒色土器2点が出ことしている。

炭充頃土J)j，＇（からは ，きわめて短いたちあがりをもっ川身 （36）と，蓋（35）および直立す

る口縁部をもっ杯身（37）が出土している。

方形周溝遺構では周溝埋土から，短く 内傾するたちあがりをもっ杯身片（39)'やや内傾

して延びるたちあがりをもっ杯身片 付0）と，土手蓋の破片 （38）が出土している。

以上が出土造物の概略であるが，後日検討を加えた上で，その詳細にふれたい。

4. ま とめ

本調査では， 8基の横穴を発掘調査する事によって，多くの新しい知見を得たと考える。

そのひとつひとつについては言及する事はできないが，その概略をまとめる。
（注7)

まず，横穴群の築造年代であるが，出土須恵器から考えて，6世紀後葉から造られ始め，

6世紀末葉から 7世紀初頭にかけてピークに達したと思われる。その後も一部の横穴では追

葬が行なわれたととが出土造物から窺える。具体的には，3号 ・8号横穴が，8基中最も早

く築造され，他のものが，次の段階で加わり，第2図に見るような群集形態に至ったと考え

られる。

次lζ，横穴の形態については，狭長な墓道を伴うアーチ形天井の横穴であることが判明し

た。いずれもほぼ共通の型式をもつが，段 ・小講を付設するなど若干の差異が認められる。

ともかく，既存の2基をも含めた狐谷横穴群の形態の共通性は，この谷部を墓域lと占有した
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f寸~20
三~21

バ~22
宍ミ2炉23

ミ三グ24

y25 

5号横穴： 18・19・26・27

6号横穴 ：20・21・28・32

7号横穴： 22・23・29・30

8号横穴 ：24・25・31・34

26 

28 

ζ 会、 29

30 

31 

第15図 横 穴 群出 土 こ｜二器実 測 図 （2)
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〆一~3s Iと、＼
＼ζLグ 36父＼－、

3 8 

壱矛~ 37ミ~•• ;-:71, 0 
方形周；誇遺構 ：38-40

第16閃 炭土嫌・方形周i滋遺構／J-¥土土器実測図

狐谷横穴群

集団を知る手がかりになると思

われる。また，周辺に存在する

横穴群の形態との類似が指摘で

きる。また， 墓道裾を検出しえ

たことにより，それら横穴を連

絡する墓道を想定することが可

能かと考える。

なお，炭充填土墳は，どのよ

うな性格の遺構かは不明である

が，出土須恵器から6佐紀末から7世紀初頭のものであると考えられる。また，方形周構造

構については，主体育f）は検出できなかったが，その形態から 「方形周溝墓Jの可能性が高い。

その時期は，周溝内から出土した須恵器杯身から考えて， 6世紀中葉までさかのぼりうるが，

「方形周溝墓」という埋葬形態が6世紀まで残るものか，時期についてなど，疑問点も多く

速断できない。

今回調査した8基の横穴のほかに，未調査の10号横穴および既存のもの2基を加えて， 11

基確認されているが，未発掘の部分を含めて考えるならば，20基以上の横穴群をこの谷部lと

推定しうるかもしれなし、。今回の8基の調査は，その一部分にすぎないが多くの課題を提供

するものであった。2号横穴の玄室供献土器における土師器 ・須恵器の配置，遺骸の安置を

めぐる問題もある。また，各横穴の築造を担った集団（家族集団と考えられる）同士のつな

がりの問題，横穴式石室の群集形態との差異の検討などの課題がある。 それらも含め，また

周辺地区の調査成果とともに，紙面をあらためて検討を加え報告したい。

（久保田健士）

（注1）美濃山一平等には， 美濃山横穴 （1基関口） ・荒坂横穴 （3基関口） ・女谷横穴 （残欠2か所）が

あり，総称して美波山横穴群と呼ばれる。また，その南東の丘陵地には，松井横穴群（9基関

口）がある。 八幡市から田辺町にかけて存在する横穴については，奥村清一郎「南山城の布告穴」

（『京都考古」 第27号）1982 lζ詳しい。

（注2）調査地の北西IC，金右衛門垣内遺跡があり，弥生中期・後期の土器と石器が散布しているとと

が知られている。

（注3）当調査研究センタ一副理事長樋口隆康氏，同理事原口正三氏及び奈良大学助教授水野正好氏な

ど多くのノ守々 の御指導を受けた。

（注4）調査地の西端にあたる10号横穴については，遺構の一部が民有地（竹林）にはいるため，未調

査のまま，本横穴群が保存情賓として埋めもどされた際，同様の措置がなされた。

- 17 -
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（注5）美濃山狐谷横穴として既lζ紹介されていたもので，東側のものは関口しており玄室の状態を知

るζ とができる。今回の調査例と合わせて，東側のものを1号横穴，西側のものを11号横穴と

l呼事Fしたい。

（注6）玄門部の小海から前方約 1.4mの地点で，墓道面lζすわった状態で検出された。

（注7）須恵器の編年については，近年研究 ・調査が進展しその実年代をめぐって各説が出されている

が，本概要では，田辺昭三氏の編年（『陶邑古窯祉群』 I1966) Iと依った。

- 18 -



広隆寺跡

2.広隆寺跡発掘調査概要

1 はじめに

本概要は，京都市右京区太秦桂木町・蜂ケ岡町311ζ所在する太秦警察署の老朽庁舎の撤去・

改築に伴う発掘調査に関するものである。

現地調査は， 当調査研究センターが主体となり，主任調査員長谷川 達 ・久保哲正， 調査

員小山雅人 ・石尾政信が担当したが，全期間を通し， 主lこ石尾政信が行なった。

現地調査は，昭和56年7月13日から8月20日の期聞に第1次調査としてA地区を，旧庁舎

撤去後の昭和57年1月12日から 3月12日の期聞に第2次調査としてB地区の調査をそれぞれ

実施した。

国土座標の設置，写真織影，道具類の保管等で，太秦警察署・広隆寺・京都中央信用金庫 ・

右京区役所の御協力 ・御援助を得た。また，調査期間中及び資料整理に関して御指導 ・御協
（注！）

力を賜わった関係諸機関および、関係者の方々を記して感謝したい。

調査協力

京都市文化観光局文化財保護課， 京都市埋蔵文化財調査センタ ー，（財）京都市埋蔵文化財

研究所，京都大学埋蔵文化財研究センター，太秦警察署，高橋鋳工場， 岩津の楚鐘株式会社，

木村捷三郎 ・吉村正親 ・百瀬正恒（（財）京都市埋蔵文化財研究所）， 泉拓良 ・清水芳裕 ・五

十川伸矢（京都大学埋蔵文化財研究センタ一），林博通（滋賀県教育委員会），神崎勝（兵

庫県多可郡教育委員会），友野良一 （日本考古学協会員），大前潔 ・川越俊一（奈良国立文化

財研究所），杉本宏（宇治市教育委員会）

当該地は，京都余地の北西に位置し，双ケ悶丘陵の西南約 800m の地点で，京都盆地を
（注2)

とりまいて発達している低平な新期洪積層の低位段丘面の先端部分にあたる。当地の南側で

は約3mの段差がある。

今回の調査地は，太秦広隆寺の旧境内にあたる。広隆寺は，山城国随一の名刺で，秦公寺 ・
t注3)

蜂岡寺 ・葛野寺ともいわれる。広隆寺の創建 ・移転等については，諸説がある。『日本書紀』

には，推古11年（603)11月に聖徳太子から仏像を受けた秦河勝が蜂岡寺を造ったと記され

ている。『聖徳太子伝暦』では，推古12年建立とある。『朝野群載』収録の承和3年（836）の

「広隆寺縁起」によれば推古11年lζ聖徳太子から仏像を受けた秦河勝が， 推古30年（622)1ζ 

聖徳太子のために広隆寺を建立したとあり，旧寺地の九（傑i河原里 ・九候荒見社里から，現在

- 19 -
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第17図調査地周辺の遺跡

1天塚古墳 2蛇塚古墳 3.仲野親王高畠陵 4.兜塚古墳 5.弁天島経塚
6.双ケ岡古墳群 7.常盤東ノ町古墳群 8.常盤仲ノ町遺跡

地の五（条荒蒔里lと移ってきたものという。

また， 寛平2年 （890）の『広隆寺資財交替実録帳』の初頭には， 推古30年に建立された

と記されている。

以上のように広降寺の建立年代は，推古11年 ・12年 ・30年と若干の差がみられるが，整合

的lζ解釈するならば，推古11年lζ建立に着手され， 30年に完成したとも考えられる。

広隆寺の所在する太秦を中心とした嵯峨野周辺は，秦氏の本拠地と言われ古墳などが多い。

古墳は後期のものが中心で，秦氏が当地域lと移ってきて以後に増加したと言われている。よ

く知られているものに，京都府下最大の石室を持つ蛇塚古墳をはじめ，天塚古墳 ・中野親主

陵古墳 ・甲塚古墳 ・双ケ岡古墳群，そして， 広沢池周辺にも多くの古墳 ・古墳群がある。ま

- 20 



広隆寺湖、

た，最近の調査で，jよ断の北東約 500Ill の地点で糊東ノ削追うよか，北方約 200Illの
（注5)

地点で；常盤f1/1ノ町集落跡が発見されている。

2.調査概要

(1)調査経過

今凶の調査対象地は，広隆寺校門と講堂の中軸線から約 100Ill 凶の地点で，北は広隆三吉

駐車場，東は右京区役所，南は三条通に接する東西約 55Ill，南北長辺約 80Ill，短辺約 45

Illの台形の敷地である。広隆寺境内と本調査地は，海抜約 41.5 Illでほぼ同 じ高さである

第18図調査地位 置 図

- 21 -
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（楼門付近はやや低し、）。

広隆寺境内 ・旧境内の発掘調査は，これまで数多く実施されており，多数の遺構 ・遺物が

発見されているが，伽藍配置の明らかになるような資料は見つかっていない。
（注6〕 （注7) (ii 8 l 

広隆寺霊宝殿の東隣りでは，竪穴住居跡が，東方では築地跡 ・経塚群が検出されている。
（注9)

本調査地東側に隣接する右京区役所の改築工事に伴う発掘調査では，築地跡と多数の瓦溜り

が検出されており，今回の調査においても，それらの関連遺構の検出に期待が持たれた。

A地区は，敷地西北隅の署長公舎建設予定地である。乙の調査で弧状lこ曲がる満 SD10, 

この溝を切り込んだ石敷土扱 SK03，長円形の土墳 SK02と大小の円形土政等，合計10か

所の遺構が検出されたが，広隆寺との関連が明確になるものではなかった。

B地区の発掘調査は，敷地中央部の新庁舎建設予定地に 40m×15 m のトレンチを設定し，

重機によって表土 ・撹乱層 ・旧建物基礎の掘削を行なった。トレンチ内は，警察署の旧庁舎

・道場 ・車庫をはじめ，昭和3年2月7日に焼けた記録のある旧太秦小学校の校舎等の建物

基礎や，それらに付属する溝，配管による破壊が著しく，遺構の残り方は非常に悪い。破壊

をまぬがれたものが部分的に残る程度である。撹乱層の下はA地区と同様，淡黄綬J色土 ・黄

褐色土，及び砂l深層となっている。

トレンチ西部において，南北方向の深い大溝 SDl9が検出され，この溝の東側に，平行

する墓が合計5か所発見された。墓は改葬骨を納めた姿2基と，中lζ小査を納めた懇で，そ

の間隔は 1.0 m 前後で南北に並んでいた。また，南では土葬墓2基が南北に並んで検出さ

れた。

卜レンチ中央部南端で，土器瀦り（SK13）が，東端で北東～南西に延びる溝（SD16）と

土域の隅と思われるものが検出されたので，各々その延長部分を追求して南側へ拡張を行な

「た。土器溜り SK13の下層で， 7世紀前半の軒瓦等を含む瓦溜りが検出された。

斜め方向の溝 SD16の南隣りでは，一辺 2.7 m の方形の掘形（SK22）が検出されたので，

初めは竪穴住居跡であると判断し掘り下げたところ，炭 ・焼壁 ・溶融した塊 ・粘土 ・銅j宰な

どが投棄されたような状態で詰まっていた。土墳の底には，党鐘の鋳造lと使用したと思われ

る鋳型土台の一部が残存していた。
（白10) (illl) 

その後，同様な遺構が京都大学構内で2基発見された。兵庫県多可郡でも発見された。
(1112) 

このような党鐘を鋳造した遺構は，大津市滋賀里の長尾遺跡，長野県上伊那郡飯島町寺平
（注13〕

遺跡，奈良県桜井市の山田寺跡等で発見されている。

現地において，遺構全般について杉山信三氏（京都府文化財保護審議委員），党鐘鋳造遺

構について坪井良平氏，高橋鋳工場の上回一男氏，津田寛治氏をはじめ多くの人から様々な

- 22 -
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京都府遺跡調査概報第5jf日

第20図 焚鐙鋳造遺構切り取り作業 （1)

1.樹脂の注入 2.型枠の作製 3.ビニーノレシートで被い型枠をはめる
4.ウレタン樹脂で表面を被う
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第21図 党鎧鋳造遺構切り取り 作 業 （2)

1・2.ウレタ ン樹脂 ・新聞紙で被い密封する 3・4.砂磯層からの切り取り作業
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第22図 焚鐘鋳 造遺 構 切 り取り 作 業 （3)

1・2.砂際層からの切り取り作業 3・4.レッカ一車からワイヤーローフ。を掛けつり上げる
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広隆寺跡

御指導と助言をJ！易わった。

7月10日には当センターの研修会において，各地の 「党鐙鋳造辿織について」報告が行な

われ，友野良一氏，林博通氏，神崎勝氏，五十川仲矢氏から，多くの御意見 ・御教示を賜

わり，また，多くの資料をいただいた。

鋳型土台は， 久保哲正氏（当時当センター調査員，現在府文化財保護課技師）の協力で，

土台にイソシアネート系樹脂（サンコール SIく50）を注入し凝固させた後，型ワクをはめウ

レタン樹脂等で固定し，鋳型土台を切り取った。現在7 保存処理中である。また，遺構の模

型を作製する予定である。

(2）検出 遺構

B地区で検出された遺構は，盛土 ・撹乱層 ・旧表土である淡補色土層を取り除いた段階で

確認された。いずれも，浅いと乙ろから掘り込まれている。

①溝 SD11 卜レンチ西北で検出された溝で，東北～西南の方向にはしり，幅 1.0 m 前後，

」 L 

~ 
ー’09~7·“＂＂＇

ー”09.677沼IOO

。
モー施.MJ.O田 ー祖S目。。。 26.>47.000 ー謁54'.0。。

第23図 土 器 j留り SK13周辺 平面図
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深さ 20cm 程度である。講中から，瓦 ・須恵器 ・jニ師探の制片が出土した。

②土境 SK12 トレンチ北端で検出された土拡で，最大幅 2.6 Ill を測り，泌さ 10cm 程

度の浅いものである。南側は不明瞭であるが，ほほ円形と推測される。少量の土器片が出土

した。

③土器溜り SK13 卜レンチ南端で検出した。この土器溜りは，不定形で範囲が明瞭でな

い部分があるが，およそ南北 4.0 m，東西 4.5 Ill の広がりである。壇上は制色土で小石を

若干含んでいる。講中から，瓦 ・須志、器 ・上師器 ・黒色土器 ・製塩土器 ・緑柄｜｜・！火紬などが

出土した。乙の土器溜りは，下層にある瓦溜りを掘り壊しているため，下層の造物も含んで

いるものと思われる。

下層の瓦溜りは，南北約 2.7 m，東西約 3.3 111の格円形で，深さ約 60～70cm である。

乙の瓦溜りには，瓦がぎっしり詰まっており，コンテナ50箱以上の瓦が出土した。出土瓦の

ほとんどは，平瓦・）L瓦であった。平瓦は凹面l乙「桶巻作り」製法の痕を残す。

④溝 SD14 トレンチ仁｜」央を，東北～西南方向にはしるもので， 長さ 27!Tl にわたって検

出した。乙の溝は，l幅約 50cm，深さ 40cm前後，監はほぼ垂直に掘られている。埋土は，

福色土に若干の黄褐色土と小石が混入する。少量の土器片が出土した。

⑤土器溜り SK15・SK17 ともに トレンチcj1央で検出したが，範凶は明日奈でない。 SK

15は深いところで 10cm, SK 17は深さ 20cm 前後である。瓦 ・須恵器 ・土師器などが出

土した。

＠溝 SD16 トレ ンチ東南で検出された東北～西南方向の溝で，長さ 8.Omにわたって

検出した。この溝は，幅 1.0111前後，西が最も深く約 60cm あり，西南に向かつて流れて

いたものと思われる。また，南では SK22を切っていることが判明した。埋土は，掲色土

で小石を多く含んでいる。瓦 ・須恵器 ・土(Jrji.6tfが出土した。

⑦溝 SD18 卜レンチ中央の南端で検出された，東北～西南方向の滋である。乙の溝は，

幅約 1.0 m，西が最も深く 15cmあり，東は浅くなり消失する。埋土は褐色土で，少量の

土器）十が出土した。

③溝 SD19 南北にはしる大溝で，幅約 2.7 Ill，泌さ約 1.0 rnある。埋土は，伺色土を

含む砂磯層である。構からは多数の造物が出土しているが，近世～近代の瓦が多い。また，

この溝の周辺は撹乱が著しく，撹乱層から多数の遺物が山土している。

⑤土壌 SK20・SK21 土器溜り SK13の南で検山されたもので，墓による撹乱で明瞭

でないが SK20は楕円形， SK21は円形の土＃fl＇（である。ともに深さ 60cm前後である。埋

土は褐色土で，少量の須恵器 ・土師器が出土した。
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第24関 ;i：銭鋳造遺構 SK22河辺平田岡

⑩土壌 SK24 卜レ ンチ北端で検出された，東西約 1.2 rn，南北約 0.9m，深さ 30cm

前後の長方形の土砂iである。 埋土は褐色土で，平瓦 ・丸瓦が出土した。

⑪土壌 SK23・SK25・SK26 卜レンチ中央のやや東寄りで検出した小一仁政で，いわゆ

るピッ トにあたる。SK23は径約 0.6m の円形で， 深さ 15cm前後である。SK25・26は

一辺 0.7 m 前後の隅丸方形で，深さ lOcm程度である。 いずれも禍色の埋土で，須恵器 ・

土師器 ・瓦器が出土した。

⑫党鐘鋳造遺構 SK22 卜レンチ東南の溝 SD16の南で検出され，西北上部を SD16 

によって切られている。乙の土販は，地山である淡黄禍色土 ・ltJ、l深層を掘り込んでいる。掘

形は一辺約 2.7 m の方形で，深さは検出面から 1.2～1. 3 m を測る。壁面は4前ともほぼ
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l～4土師器杯 5～35.土師器皿 36.土師器 37～39.黒色土器新1
40.高杯脚 41～44.土師器 主主 44.黒色土器鐙 45.製指土器
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垂直に掘り下げられ，床面はほぼ水平である。中央部に土台がわずかに残る程度である。

｛球層上面lζ炭などの混じる土で土台を造り，この上に党鐘鋳型本体を置く。内型と思われる

ものは表面が焼けて赤褐色を呈しているが，内側の粘土はほとんど焼けていない。赤褐色の

ものが内型の表面とすれば，内径 118cm前後となる。 内型の外側lζ淡青灰色砂質土が敷か

れたような状態で広がる。土台両側に， 各2か所のピットがあり，径 30～40cm，深さ約15

cm を測る。床面の東南隅iζ径 30cm弱の炭の混入するピット状の部分が認められたが，

わずかな凹みで精査のとき消失した。

(3）出土遺物

今回の発掘調査の出土造物には，表土層 ・南北大滋 ・旧太秦小学校関連溝から近世～近代

の遺物，淡褐色土層 ・褐色土層等の包含層から出土する平安～中世の造物， 溝 ・土旗等から

出土する遺物がある。

①土器溜り SK13出土遺物 （第26・27図）

この土器溜りから出土する遺物には，土師器 ・須恵器 ・黒色土器 ・製塩土器 ・緑紬陶器・

灰勅陶器 ・磁器 ・平瓦 ・丸瓦等がある。

土師器lζは，杯（1～4），皿A (5～34），皿B (35），盤 （36）， 高杯（40），主主（41～43)

等がある。杯 (1）は，外商の口縁部下半lζへラ削り，上部にヨコナデ，端部近くにやや強

くヨ コナデを行ない，内面にはナデの後タテ方向のへラミガキを施すもので， 8世紀前半の

ものであろう。杯 （2～4）は，外面の口縁部上部lζヨコナデが施され， 端部は屈曲する。口

径が大きくやや深いもの（2）と，高さ 3cm弱のやや浅いもの （2・3）とがある。 高台の

付かない皿Aは， 口縁部内外面l乙ヨコナデが施され器壁は全体的lζ薄い。 口縁部の屈曲の強

いもの（5～12）とそうでないものがある。復元口径は最大 15.6 cm，最小 11.0 cm と若

干のパラつきがある。皿Bは， 皿Alζ高台を付けたもので，成形技法は皿lAと同じである。

皿類は， 平安京跡左京内膳町 SK19出土のものに類似する。

黒色土器lζは，杯（37），境（38・39），斐（44）がある。 A類l乙は杯・境があるが，巧；は

器壁がやや厚くしっかりしているが，境は薄いものである。杯は9・j立紀初期のものと思われ

〈注目）

る。 B類は小型の整だけである。この裂は平安京跡左京内謄町 SK284 H:l土のものに類似す

る。

製塩土器で器形のわかるものは，休部から口縁部にかけてほぼ垂直に立ち上がる （45) 1 

点のみであった。

須恵器lζは，杯；B (47・48），椀（49～51）， 査 （52～54・58），瓶（55～57），鉢 （59～62)

がある。 椀は，口縁部lζロクロ挽きの痕が著しく， 底部には糸切り痕が残り，篠窯跡群の小
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第27図 土器溜り SK13出土遺物実測図 ・拓影

47・48.須恵器杯 49～51.須恵器 椀 52～58.須恵器 至宝 59～62.須恵器鉢
63～67.縁粕 68～72.灰粕 73.白磁
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（注16)

柳4号窯 ・西長尾6号窯出土のものに酷似する。 蛋は，長頚奄の頚部で口縁端部を2段lこ挽

き上げ，ロクロ挽き痕の著しいもの（52)' 口縁端部を上下に挽きH－＼すもの（53・54）があ

る。瓶は，上記の壷と同形で小さくなるものと思われる。鉢には，口縁端部が断面三角形を

呈するもの（59），外形lζ肥厚させるもの（60），底部から体部が斜め上方IC直線的にのびる

もの（62）がある。（62）は 3～4mmの石英 ・チャートなどを含む粗い胎土である。

緑粕陶器には，境（64～66），皿（63・67）がある。高台の付かない皿（63）は，口縁部内

外面にていねいなへラミガキを行ない，紬の発色も良い。口縁部のみの椀 （64）は，やや軟

質で断面が淡黄松J色であるが， 他はすべて焼成良好で須

ミ」子ご！ －＿：：~ 

ミオ ノ 75

ミヨ二,,.-I.，，も

守rr77 
0 10cm 

第28図 SD16出土遺物実測図

恵質である。 皿を除く底部内面には重ね焼きの痕が残る。

灰和｜陶器には，境（68・69・71)'Jlll (70）， 占（72)

がある。椀は，ロクロ成形後，内面のみていねいなへラ

ミガキを行なし、（71）は直接柚に浸して塗る方法で， 3rITI 

浸している。（68）は，内面にスミが付着している。（71)

は，内面の粕薬の塗られていない部分に赤色顔料が付着

し，底部外面に 「丹Jの墨書がある。 また（6め には，

重ね焼きの痕が残る。皿は，内面に段の付くものである。

磁器には，白磁の境（73）がある。外底面以外lζ施利し，畳付部は粕をカ キ取っている。

日台土はきめ刻IIかく純白で，荊［］も全体lζ薄く，粕色は淡乳白色でやや空色をおびている。口縁

部lζ，内面から「花文」を押し付けて文様を造形しており，外面には凹凸が残る。軸色 ・胎
（注17)

土なとからみて，横田賢次郎 ・森田勉両氏の分類による I類lζ属するものと考えられる。

②溝 SD16出土遺物 （第28図）

乙の溝から出土した遺物には，土師器皿（74～76），須恵器瓶（77）などがある。 土師器

皿には，口縁部外面をl段l乙ヨコナデするもの（74・76）と， 2段lζヨコナデするもの（75)

とがあり，内面はナデ，底部は未調整である。須恵器瓶は，小型の頭部で，口縁端部を挽き

上げやや鋭くおさめる。

③党鐘鋳造遺構 SK22出土遺物 （第29区J)

この遺構は， SD16によって切られており，また，東西方向の溝状の撹乱があり，上層に

おいては，それらの遺物の混入があるものと思われる。上層出土の造物には，土師器皿（78

～84）・土師器斐 （90），瓦器（85・86）， 須恵器杯（87）・須恵器瓶（88・89）と，周辺拡張

のとき遺構上面から出土した須恵器瓶 （95）がある。

下層出土の遺物には，土師器斐 （91）， 須恵器坪；（92・93）・須恵器瓶（94）がある。
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第29図 SK 22出土造物実測図 ・拓影

78～84.土師器 皿 85・86.瓦器小椀 88・89.須恵、器瓶 90・91.土師器主主
92・93，須恵器杯 94.須恵器瓶 95.須恵器瓶

10 

また，上 ・下層から，溶融した塊 ・粘土塊 ・鋳型片（第30図 ・第31図5～13）・銅浮 ・瓦

などが出土した。

上層出土の土師器皿には，口縁部外面をヨコナデし， 口縁部を屈曲させた器壁の薄いもの

(83・84），やや器壁の厚いものの1），口縁部を屈曲させないもの（83・84）がある。（83・

84）は， SD16出土のものに類似する。土師器斐は，口縁端部を内側に折り曲げる。瓦器は

小型の坊で，口縁部を肥厚させ，断面三角形（85），やや丸し、台形（86）の高台が付く。胎

土は精良であるが焼成はやや甘く ，器壁の炭素の吸着が悪く灰白色の部分が目だつ。内外面

ともナデ，暗文は施さない。須恵器瓶には，ロ縁端部を挽き上げ鋭くおさめ頚部から体部に

かけて緩く傾斜するもの（88），卵形の体部で底部に糸切り痕が残るもの（89）がある。

土師器皿（78～82），須恵器類は，平安中期のもので，土師器皿（84・85），瓦器痴は，平

安末～鎌倉前期のものと思われる。

下層出土の土師器斐は，口縁部が緩く「く」の字に外反し，端部を内側lζ肥厚させ丸くお

さめる。体部内面には，砂 ・焼けた砂が付着している。須恵器坪（92）は，高台を底部のや

や内側lと，外向きに付ける。胎土は粗く，焼成はやや軟質である。この器形のものは9世紀

以後ではほとんどみられない。須恵器瓶は，体部内面にロクロ挽き痕が著しく残り，底部lζ

は糸切り痕が残る。下層出土の遺物は少量であるため判断は困難であるが，9世紀前半～中

頃までさかのぼる可能性はある。
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党鐘の鋳型は，判明しているものはすべて外型で，内型と思われるものはない。鋳型片に

は表面に真土が塗られ平滑で，平面及び曲面を持ち，表面がほとんど焼けていないものでハ

ケでナデたような痕のあるもの（12）や，指で押さえたような痕を残すものがある。また，

表面が焼け銅の付着したもの (1～11・13）がある。これらのうち， 2条の凹線と太さの異

なる 2本以上の回線を平行に彫り込んだもの (1），乙れと酷似したもの（2～4），それら

の一部と恩われるもの（5～10），直行するもの（11〕，平面だけのもの（13）などがある。

(3～4〕は，凹線の間隔は Scm前後，復元径 120cm前後となる。 (1～10）は，中帯も

しくは下帯と恩われる。（11）は，縦帯と聞を分割する凸帯の交叉する部分と恩われる。

溶融した塊には，溶融炉 ・フイゴ羽口と思われるもの (14・15）などがある。 (14・15)

は，内径 10～12cm で内側が淡赤色に焼けている。溶融片と瓦が溶着したもの，スサ状の

混和剤が加えられた粘土塊もある。また，焼けてない粘土塊もある。銅浮には，緑色のもの

と青緑色のものとがある。

④SK 13下層出土遺物

この瓦溜りからは，軒丸瓦 ・中1平瓦 ・丸瓦 ・平瓦などが整理箱lζ50箱以上出土したが，瓦

以外の造物はみられなかった。

軒瓦は，軒丸瓦 ・粁平瓦とも出土し，軒丸瓦は5種類，軒平瓦は2種類に各々区分し得る。

鬼板の一部と思われるものもある。さらに，平瓦の特徴として凹面には布目痕が，凸面lこは

タタキ痕がある。タタキ痕は数種類に分類できる。

以下，n丸瓦からj慣に特徴を簡単に述べていきたい。
軒丸瓦 I（第32図1～3) 素弁蓮華文軒丸瓦で合計3点ある。肉岸の8業素弁連華文で，

弁の中央l乙稜線があり，花弁の先端は丸いが絞線との接触点は少し尖る。また，弁間lとJ侠形

の問弁を配する。中房は突出し， 1+4の蓮子を配する。 もともと周縁はなかったものと思

われる。 (1）は，直径 19.0 cm，中房径 4.Ocm，花弁幅 3.7～4. 0 cmを測る。焼成はやや

甘く ，色調は黄褐色，胎土は全体lζ精良であるが少量の石英 ・チャ ー卜 を含む。（2）・（3) 

は，磨滅が著しいが，（3）には花弁の中央の稜線がわずかに残る。 焼成が甘く，色調は

( 2）が淡灰色，（3）は淡青色である。 胎土はやや粗く砂質で，石英 ・チャ ートを含む。

いずれも，瓦当裏面の端近くに丸瓦を取り付ける。（3）では， 取り付けるときの粘土の盛

り上がりが見られる。瓦当の厚さは，中房が 3.2cm，他が 2.0～2. 6cm である。

軒丸五 II（第32図4) 素弁蓮華文軒丸瓦で，約8分の lが残る。瓦当の一部のみで明確で

はないが，花弁は8～10葉と思われる。弁端は丸く，弁の反転を珠点で示している。外縁は

幅 0.6cm，高さ 0.3cmと細く，低い素文である。花弁の深さは， 0.2～0. 3cmである。焼
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成は良心色調は外面が暗青灰色，断面が淡茶褐色。飴土はやや組く，石英 ・チャートを合

む。

瓦当裏面の先端l乙丸瓦を取りつけている。瓦当面の厚さは約 1.5 cm，丸瓦の厚さは 1.3 

cmである。

軒丸瓦 III（第32区15) 素弁蓮華文軒丸瓦で，中房付近しか残存していなし、。花弁の中央

が凹む索弁6葉蓮華文と思われる。 cp房が突出するが磨滅が著しく ，蓮子は不明である。焼

成は甘く ，色調は表面が淡褐色，断面が淡育灰色である。胎土に石英を含む。

軒丸瓦 IV（第32図6) 素弁蓮華文軒・;JL瓦で，全体の約3分の2が残存する。花弁の中央が

盛り上がる。 8葉蓮華文で，弁聞に模形の問弁を配す。中房の境界は凸線で示され，これに

花弁が取り付く。中房には 1十4の蓮子を配す。外縁はなく，復元径は 18.5 cm前後となる。

焼成はやや甘く，色調は赤っぽい淡褐色。胎土は精良で石英などをほとんど含まなし、。

軒丸瓦 v（第32図7～9) 素弁蓮華文軒丸瓦で，最も数多く出土した。蓮弁を凸線で表現

した素弁8葉蓮華文で，弁端は丸みのある剣先形をしており，また，花弁の中央lζ珠点を配

す。中房は，珠点で表現されている。外区に 1条の圏線を凸線で表わす。周線は細く低い素

文であるが，外側lζ粘土のはみ出しがある。

8葉蓮華文の場合，蓮弁の割り付けは， 4分割した後，それぞれを2分割して8分割する

ものが一般的であるが，ここではまず，2本の直線で一対の花弁をつくり，その後，それと

ほぼ等しい間隔で分割する方法を採用したものと思われる。また，分割線を問弁の代用とし

ている。軒丸瓦Eを模して抱に刻んだものであろうか。

(9）は，瓦当裏面の丸瓦との接合痕が明l僚に残り，裏面端をやや凹めて丸瓦をあて，内

側から粘土で補強していることがわかる。また，瓦当面が湾曲している。他に破片が5点あ

る。

これらの軒丸瓦Vは，いずれも焼成は良く，色調は灰色 ・暗灰色をしたものが多い。胎土

はやや粗く，石英などを含む。

直径は，（7）が 15.4 cm, ( 8）が 15.6じm, ( 9）が 15.0 cm を測る。また，凸線は高

さ 0.2～0. 4cm，幅 0.3cm前後である。

次lζ軒平瓦の特徴を記す。

車干平瓦 I （第33図10) 素文軒平瓦で，平瓦と平瓦を貼りたして瓦当とする段顎形式のもの

である。顎面には斜め方向のタタキ痕が残り，刃物で切ったような沈線が3条施されている。

瓦当の両端は，凸面を斜めに切っている。顎の後ろの接合部は，ヨコにナデたためわずかに

凹む。凹面には，布目痕が残るが，瓦当付近は斜めに削られている。
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第33図瓦実測区l・妬影（2)

10・11.SK13下層IL¥土軒平瓦 12. SK 13下層出土鬼板 13. t質問L脳出土料丸瓦

車干平E II （第33図11) 重弧文軒平瓦で凸面が欠損しているため弧の数が3重以上であるこ

としかわからない。弧は割竹のようなもので刻んだものと思われる。表面の磨滅が著しいが

凹面には布目痕が残る。 焼成は甘く，色調は表面が淡褐色，断面が淡燈色である。胎土lζ，

石英 ・チャート ・赤側色粒を含む。

次lこ鬼板の特徴について記す。

鬼板 （第33凶12) 鬼板の一部と思われる破片で，粘土板の上lζ直径 6.0 Clllの素弁8主主越

華文を貼りつけている。蓮華文は，弁端が尖り，中房はヰl央に突出した益子で表現されてい

る。これは，粘土板に粘土を貼りつけた後，スタンプしたことがわかる。丸瓦と接する部分

は，へラ状のもので切られている。焼成は良好で，色調は表面に自然紬がかかり淡青灰色，

裏面は暗灰色，さらに断面は青灰色である。胎土は良く ，石英粒をわずかに含む。

次に平瓦の凸面のタタ キ痕について記す。平瓦のタタ キ痕から，その原体の文様は，摘円・

格子 ・平行線 ・方形 ・菱形 ・放射状のものが考えられる（第34凶）。

格円のものは，2つの楕円で ×印を囲んだもの（14），楠円を重ねたもの (14・15・16)

とやや小さいもの，指円で＋印を囲んだものの4例がある。

格子のものは，直交して粗いもの (17），それより細かいもの (18），斜格子で粗いもの

(19)' それより細かいもの（20）がある。 また，直交するものに長方形の絡子のものがあ

る。
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第34図瓦笑 損lj 図 ・桁影（3)

14～22. SK 13下層出土
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0 10cm 
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:Sf~35[ZJ 瓦実 測 l受｜ ・新；；；； (4) 

23～25.平瓦 26～28.丸瓦

平行線のものは，（22）～（25）に見える。

方形のもの（23）は， 一筆書きのように l本の線で描かれたものである。

会形のもの（25）は，直線の交わりから判断したもので，完全な菱形ではなく，菱形の各

々の角を中心部とした放射状のものかも しれない。また，ジグザグ線のものもある。

放射状のもの（21）は，中心部分から四方に延びた線の間隔が広がる。 線の間隔にはパラ

つきがある。

また，タタキ目をすり消したようなものもある （26）。
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これらの平瓦の凹商には布目録と，いわゆるお(J巻き作りの板肢が残る。

丸瓦では，釘穴を持つもの（27），凸面に×印を線刻したものがある。

軒丸瓦 lは，いわゆる高句麗系で，文様が幡枝瓦窯出土のものに似ている。幡枝瓦窯のも

のは，花弁が中肉で，弁中央の稜線が細く，弁先端が尖りぎみであり，模形の問弁は大きく

しっかりしている。乙れに比較すると軒丸瓦 lは，花弁は肉厚で短く，丸みがあり，棋形の

問弁も短くなっている。全体的にシャープさが乏しく，中房の；王子数も少なくなっているが，

文様的には軒丸瓦！と幡枝瓦窯出土のものは同型であるから，軒丸瓦lは，幡枝瓦窯の流れ

をひくことは明瞭で，とれに続くものと考えられる。

軒丸瓦 日 は，花弁が8~であれば，かつて広隆寺から出土したものに酷似する。

軒丸瓦IVは，同じ瓦が広隆寺から出土している。花弁の配置， i:jコ房！の蓮子の配置が，軒丸

瓦 ！と問機であるところから，これに続くものと考えられる。

軒丸瓦Vは， 石田茂作氏の 『飛鳥時代寺院l~lの研究J lこ，藤原時代のものとしてスケッチ

が掲載されているのみで，まぼろしの瓦とされていたが，今回の調査で初めて確認されたも

のである。瓦等文線の作製等については先にふれたとおりで，文織のj京型は，軒丸瓦日， ま

たは同型の瓦にあると思われる。瓦当裏面の丸瓦との接合技法は，瓦当裏面上半部の端を凹

ませて，丸瓦の先端を半分埋め込む，いわゆる印能っさ法による。また，他の出土瓦から見

ても，この瓦が藤原（平安中期）時代のものでない乙とが明らかになった。

i粁平瓦が出現するのは，7世紀中頃といわれており，京都市西京区の樫原廃寺山土の業式

軒平瓦と，今回出土した素文軒平瓦とは共通する点が多し、。樫原廃寺出土の段顎の軒平瓦に

は，瓦当が平瓦を2枚重ねた深顎で，顎面Iζ2条の沈線が施されたものがある。また，顎rui

lζ ， 単弁 8 葉蓮華文をスタンプしたものがある。乙の単弁 8~案通華文lζ先行すると考えられ

る素弁8柴蓮華文をスタンプした九板も今!ill山土している。樫原廃三！の，l;I平瓦は，単弁（重

弁）8 ~定~主華文軒丸瓦との組合わせがあり ， 創建当時のものとされている。これに比較 して

今回出土の軒平瓦は，他の出土瓦から考えてやや先行するものと忠われる。

⑤包含層中の出土遺物 （第36図96～ll8) 包含層中の追物は，南北方向に走る大きな構

(SD 19）の周辺にて検山される淡禍色土層 ・褐色土層から出土するものと， SK13周辺の栂J

色土層から出土するものに代表される。乙のように， SD19・SK13のような遺構を周辺に

伴っているが，上記の包含層は一つ続きのものと理解され，層中のiさ物を観察してもほとん

ど明確な時期差のないものである。 したがって，以下にまとめて出土遺物を列記しておきた

し、。

土W!i器皿（96～99），土師器斐 (100）， 釜（101），須恵器椀（102）， 定 （104），瓶（103)'
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大j；本(105），ねり鉢 (106)'111-t (107），緑袖陶器（108～110），灰粕陶器 (111～113），瓦質

鍋 (114），百｛滋（116），軒丸瓦（第33図13）など多様である。

土師器肌は，口級外面を 2段ナデlζて調整している。（102）は，いわゆる無税陶器lζ含ま

れる。内面に丁寧なナデ，外Titi~ζ へラ肉lj りとわずかにミガキが見られる。 （105）は， 厚い底

部に大きな両台がイ、j・き，胎土はやや組く ，焼成は良好で，色調は断面が灰白色，表I由一｜が淡黄

灰色を呈している。東海地方においてよく見受けられるものと推定される。緑粕陶器（108)

は，月台仁が精良でか＇t成がやや甘 く，色調は淡黄色，全面に淡黄緑色の糊がかかる。月ljり出 し

荷台である。（109）は，胎土は精良，焼成良好で断商が淡灰色，全両に黄緑色の:fillがかかる。

内而lとへラミカ”キを施し，貼り付け高台が付く。（110）は，)j台土良好，焼成良好で断面が

灰色，全面lζ濃緑色の利がかかり，和jだまりが見られる。肥厚する貼り付け高台が付く。灰
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第37図 改葬骨容器実以u図

。
寅三主戸 121 

。 10cm 

第38関 改葬骨容探内の小型壷実測BZI

有11陶器（111）は，胎土は精良で黒色

粒を含み，焼成良好で断面が淡灰色，

内面l乙淡黄灰色の粕がかかる。ふんば

りぎみの貼り付け高台が付き， 底部外

面に「戸jの墨書が見られる。 (112)

は，胎土良好，焼成良好で断面が灰白

色，わずかに透明感のある紬がかかる。

やや高い内湾する高台が付く。（113)

は，胎土がやや粗く石英・黒色粒を合

み，焼成良好で断面の色は灰色の聞に黒色がサンドイツチ状にはさま り，外商Iζ淡黄色の糊

がかかる。

青磁境 (116）は，淡黄灰色の刺がかかる。他に縞蓮弁を有し，蓮弁周辺の削りが深く，

暗青色の粕がかかり，貫入のみられる蓮弁ー単位程度のものが出二｜ーしている。龍泉窯系かと

思われる。また，合子状のものも出土している。

なお， SD19・SK13の他にこれら一連の包含層の周辺には小さな遺構が存在する。 SK17

・SD11・SK23といったものがそれである。これらの遺構の取り扱いについては，たとえ

ばSK17のように遺構範囲を今一つ明確にし得ないことや， SDllのよう に遺物が極めて少

ないなどの理由により，個別のj古橋を取りあげた前節のところで敢えて記さなかった。そし

て，乙れらの遺構巾の遺物もまた，先に述べた包合層の遺物と時期的な差がないものと想定

できるのである。
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したがって，包含層中の遺物としてこれらも一括してあげておいた。順に代表例を記すと

SK 17からは瓦質鉢 (115),SD 11からは須恵器杯（117），そして SK23からは瓦器底部

(118）などとなる。

3. ま とめ

今回の調査で，広隆寺の伽藍，建物に関連する遺構は検出されなかったが，党：鐘を鋳造し

た遺構が発見された乙と， 7世紀前半の軒丸瓦（「まぼろしの瓦」）が出土したこと等，多く

の成果があった。

検出された遺構は，党鐘を鋳造した跡 ・土:iff,＼・小土焼 ・溝等であるが，調査地区内の間乱

が著しく，各々の関連を明確にするのは困難である。これまでに判明したことを記してまと

めとする。

(1)党鐘を鋳造した遺構について

この遺構は，一辺約 2.7 m の方形で，検出面からの深さは 1.2 m 前後である。一辺に簡

単な掘り込みが取り付いている。そして，底面には鋳型本休を設置するための鋳形士台（定

幣）が残存していた。

各地で発見されている党鐘鋳造遺構の共通点 ・特徴等を比較検討してみたい。遺構として
〔注11)

は，奈良時代のもの（兵庫県多可郡中町多可寺） 1か所，平安時代のもの（滋賀県大津市長

足遺跡，京都市左京区京都大学構内，広降寺） 3か所，鎌倉時代のもの（奈良県桜井市山田
（白13）〔11'23、

寺跡） 1か所，室町時代（長野県上伊那郡飯島町寺平追跡，岐阜県恵那郡坂下町金屋遺跡，
（注24)

滋賀県愛知郡秦荘町軽野正境遺跡） 3か所が発見されている。鋳型の出土としては，香川県
Ut2o' 

丸亀市郡家町宝瞳寺池から 2個の撞座の鋳型と音11位不明の鋳型片が，福井県福井市篠尾町篠

尾廃寺から竜頭鋳型の出土が知られている。

党鐘を鋳造した遺構の共通点として，平安時代以前のものは，平面が一辺3m前後の方形 ・

隅丸方形をしており，深さは lm前後でよく似た形をしている。多可寺の場合は，自lj平され

て浅くなったものと思われる。鋳型土台（定盤）の残るものは，底面l中心に造られている。

定擦の残っていないものは，底面に 2本または3本の潜（その両端lこピットを有すものもあ

る）がある。この講は，定盤の下lζ鋸え置かれた，鋳型本体を固定させるための締木との連

結に使われる掛木の痕跡と推定されている。京都大学 AP22区 SK257では，定盤の下部
（注26)

lζ掛木と考えられる丸太材の痕跡が検出されている。この丸太材は，井桁状に組み合わされ，

鉄釘で結合した機干まで明らかになっている。

多可寺では，定繋の下に掛木痕跡と思われるものはない。 lよ隆寺 SK22では，鋳型土台
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（定幣）の両側lζピッ トが存在するが，明瞭な掛木痕跡はなし、。取り上げ後，反転して底部

の1擦を削平していたとき，礁のすき聞があったが連続しない。また，乙れは1か所だけであ

った。

土旗底面の隅lζピッ トが存在する例があり，これは，遺構の覆屋の柱痕，または， 党鐘を
(/126〕

つり上げる構架材の痕と恩われる。現在では， 後者が有力と考えられている。多可寺のもの

は，ピットがなく，土墳の一辺が傾斜している。斜面を利用して引き上げる方法をとったた

めであろうか。SK22の一辺にある掘り込みは，これと似ているが，作業するときの昇降の

足場とも考えられる。

SK 22出土の鋳型片の表面には銅を吸着したもの，銅浮が凝結したものが多い。また，銅

を含むため重くなった塊等が大小様々ある。乙れは， 鋳造を中途で止めたためと考えられる。

多可寺ではこのような遺物はなく，他遺跡でも見られないものである。それらの遺跡のもの

は，表面が禍色及び暗灰色をしたものが一般的である。

SK 22では，党鐘の鋳造は成功しなかったものと考えられる。

広隆寺は， 『広隆寺縁起』によれば，「弘仁9年（818）火災に逢い，堂塔，歩廊，縁起雑

文等ことどとく焼亡せり」とある。『広隆寺資財帳』lζは， 「承和9年（842）鋳造の銅銭は

は，周九尺六寸，（径三尺二寸），厚四寸」 と記されている。これから，広隆寺の焚鐘鋳造が

火災後に行なわれたことが推測できる。しかし， ζの銅銭は， SK22出土の党鏡鋳型より小

さい。との銅鐘の前lζ，SK22で党鐘の鋳造にあたったのであろうか。

また， 西本願寺飛雲閣にある広隆寺鐘には，久安6年 (1217）の銘があり，口径 109.7 cm 

を測る。

(2) SK 13下層出土のEについて

この瓦溜り1-b土の軒瓦には， 7世紀前半と考えられるもの，乙れに続く7世紀中頃と考え

られるものがある。 前者には，軒丸瓦 I・ nがある。 軒丸瓦 Iの瓦当文様は，先に記したよ

うに幡枝瓦窯出土瓦に酷似しており（全体にやや丸くなっているが）あまり時間差をおく 乙

となく作製されたものと考えられる。軒丸瓦日は，酷似したものがかつて広隆寺から出土し，

瓦当文様が，四天王寺 ・法隆寺出土の素文蓮華文軒丸瓦に酷似する。ここでも製作年代は，

あまり差がないものと考えられる。また， 瓦当裏面の丸瓦との接合技法も，瓦当裏面先端lζ

丸瓦を接合する，いわゆる飛鳥時代に多くみられるものである。乙れらのと とから，乙の2

点は，7世紀前半のものと考えてよかろう。

軒丸瓦 II乙続くものとして軒丸瓦Wを，軒丸瓦0fζ続くものとして軒丸瓦Vをあげた。こ

れらの瓦も，丸瓦との接合技法は，先にあげた瓦と基本的に差違がない。
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軒平瓦は，樫原廃寺出土のものと類似する点が多くあるが，樫原廃寺出土瓦の組合わせと

比較してみると，とこでは，軒平瓦 l・日と組になるような軒丸瓦は出土していないとみる

べきであろう。また，軒平瓦 ！と軒丸瓦では，焼成 ・胎土lと差異がある。軒平瓦日と組合わ

されるものは現段階では適当なものがない。（わずかに，軒丸瓦皿の表面の色調が似ている。）
（白27)

かつて，高橋美久二氏は，葛野 ・乙訓郡の古瓦の系譜として，北野廃寺（幡枝瓦窯から供

給）一広隆寺一程原廃寺一山崎廃寺一宝菩提院（願徳寺）一乙訓寺と連なることを指摘されて

いる。憾枝瓦窯 （北野廃寺）一広隆寺のルート に，軒丸瓦 I-Nが，広隆寺一樫原廃寺のノレ

ートlこ，軒平瓦 i及び鬼板がある。今回出土の瓦は，乙のルートが強固なものであり，秦氏

との関係を裏づけることのできる資料となるものである。

瓦溜り（SK13下層）の埋められた時期は，軒丸瓦と軒平瓦l乙若干の差異があることから，

軒平瓦の時期と考えている。

また，乙れらの瓦は明確な遺構（広隆寺の建物跡）に伴う造物でないため，広隆寺創建l乙

近い時期の瓦と思われる瓦を含むが，創建瓦とは断定できない。乙の乙とは，今後考えて行

きたい。

その他の遺構で，北東～南西方向の3条の溝（SD11・16・18）が， 現在の広隆寺建物群

の方向と異なる乙と。これらの溝から出土する遺物と，南北大溝（SD19）とこれに平行し

て造られた墓の時期の聞の造物がほとんどないζと等から，斜め方向の溝の時期から墓の造

られた期聞にどのように利用されたのか興味深いものである。

今回発見された資料が活用されれば幸いである。 （石尾 政信）

付表 l 造物観察 表

土 器 だまり SK13 

｜ 一量一一量
臨種｜器形番号口径｜高玉 形態の 特 徴

(cm) I (cm) 

｜杯 1 :(17.0) (4.8)1。底部と口縁部の境はや o外面は，口縁部下半か lo焼成，良。
｜や不明瞭。 らへラ削り，上部をヨ｜。胎土，石英，チャート（2
lo口縁部は，内向ぎみに lコナデ。 mm）黒褐色校を含む。
l 立ち上がる。 lo内面は，ナデの後，仁Io色調，淡褐色。
「端部は…版 ｜縁部に吋向山
し，つまみ上げ，丸く ミガキca音文）を施す。
おさめる。 I 

3. 7 0底部と口縁部の墳はl羽！o外面は，口縁上部をヨ ，o：焼成，良。
瞭。 ｜コナデ。他は，未調整，；。胎土，赤褐色粒（多い）
o口縁部は，外向lと直線 ｜粘土の縫目が残る。 黒褐色粒を含む。

2.6 的fC開き，上部がヨコ 10内面は，ヨコナデ。斜。色調，淡褐色。3は淡樟
ナデにより屈曲する。 方向のハケ回が残る。 褐色。
,Q端部をつまみ上げ，丸
くおさめる。

成形技法の特徴 柑山 考

杯 2 (22.0) 

3 (19. 7) 

4 (18.6) 
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｜法量 I I 
｜器極I~形番号口径｜詰i さ l 形 態の特徴 ｜ 成形技法の特徴 ｜ 備
I ' I (cm) j (cm)_ I I 

! mt I 5 ，ο5. 6)1 lo口縁部を強く外反させ，｜。内面，口縁部内外国ョ｜。焼成，良。

I 6 jC14.め｜ ｜。鵬t-~~z上げ肥厚 ｜。誌五： ユピオサエ痕｜。里会dあ糊色粒
I 7 1(13. 2)i ｜させ，丸くおさめる。 ｜あり。 lo色調，6は赤褐色他は
s lc13. o)I 1°器壁は2mm前後で薄 ！ ｜淡編色
｜ ｜ ｜し、。 lo , 12は内面に， 9は端
9 1(14. 2) . i部にススが付着。

I 12 1c13.刊 ｜
10 IC13.1)1 1. 2 I。向上 10向上 lo焼成，良。

11 lcn.矧 0.91。器高は低い。 ｜ ｜：居高官鑑戸含む。

13 ,(15. 4)i 。口縁部を外反させ屈曲 。向 上

141(14.州1.2 I。需品忌つまみ上け拘肥厚
15 '(13. 5)1 させ，丸くおさめる。

16 :c1υ） !o器壁は薄い。
I i0器高はやや低い。
i 1 I c15. 1) i. 6 I i I 

is I (14.り ｜ ｜｜

19 1(14. O)I ！。口縁部を外反させ屈曲 l。向 上 ｜。焼成，良。
｜ ｜ iする。 （19～21) [ol9は内面lこハケ目が残 ｜。胎土，石英，赤褐色粒
却 1c1υ

21 1(12. 2)1 (22 • 23) I ！。色調，淡褐色。

I 22 lc川 ｜。塑？およ野 崎町商le川
23 1(13. 5) I lo器高はやや高い。

I 2; 1 ~ 1 2. 8) 10口縁部を外反させわず lo向上

25 I (12.吋 l。高説明｛%1げ肥厚
26 I (12. 2) ｜させ，丸くおさめる。

27 1(12. 6)1 1. 5 1°器壁は薄い。
I I 1°器高はやや低い。

I 28 I川！
29 1(11. 4)1 1. 1 jo向 上

30 lcn. 2)' i：藷日産ドもの
1 31 lcn. O)' (29～31) ｜ 

I '' :o ｜ ｜ カ1ある。33 1(11. 8)1 I 

34 lc14. 5) I O口縁部を外反させる。 。内面，口縁部内外面ョ｜。焼成，良。
。端部をつまみ上げIJ巴厚 コナデ。 lo胎土，石英，亦偏色粒

｜ 社丸くおさめる。 。粘土の継目が残る。 ｜を含む。

I : I ｜。器一厚い 。聞 にノ ケ目問。 ｜。色調 潤色。

皿BI35 1(16. 4)! 2. 5 lo高台の付く皿。 lo内面，口縁部外上面ヨ ｜。焼成，良。
｜ ｜ 十 lo口縁がわずかに外反す ｜コナデ。 jo胎土，石英，赤褐色粒
I I る。 'o底部との境l乙断面三角 ｜（多い）を含む。

。器壁は務し、。 形の高台をはり付ける。！。色調，淡褐色。
。内面外底部にスス付着。

,ig・ 

。焼成，良。
oij台土，赤褐色粒を少量
；含む。
,o色調，淡掲色。

粒

着

色

付

掲

の

ス

赤
ロ
、
ス

色
色

κ

。
英
褐
福
部

良
石
。
淡
澄
縁

’’
む

’

口

成
土
合
調

は

一
嚇
胎
を
色
必

。焼成，良。
oij台土，向上。
。色調，淡褐色，
淡灰褐色（30)
燈褐色（31)

。30は内面にスス付着。
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。焼成，良。
。胎土，石英，赤福色粒
を少量含む。
。色調，淡褐色。

。焼成，良。
。胎土，石英，赤褐色粒
を含む（41)
。色調，赤褐色（41)
｜ 淡澄褐色。

。焼成，良。
。胎土， 石英，雲母を含
む。
。色調，黒色，外面lζ多
量のスス付着。

io焼成良。
。胎土，チャー ト，赤褐
色粒を含むやや粗い。
。色調，淡樫褐色。

粒

含

褐

卜

め

色

。

。

を

淡

一

σ

褐

色
色

母

は

ャ

色
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一

’
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’
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，
。
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一
。

英
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。
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縁

。

英
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面

一
良
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o
内

外

良

石

口

一
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外

一

’’
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’

一

’
’

’

－

’
’
を

’

一
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調

一
成
土

o
調
。
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成
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調

一
焼
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一
焼
胎
む
色
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－
焼
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色

一

高

一
方

部

ミ

ヂ
ラ

ナ

一

の

一
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下

ラ

へ

後

一

形

。

一
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，
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一
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る

一
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デ
後
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一
サ

一
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け

一
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’

一
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一
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一
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一
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一
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。

一
ビ

一
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に
り
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一
一
o
明

ユ

一
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－
ナ
へ
上－
7

0
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キ
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は

一
面
底
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一
面
の
面
へ
キ

一
面
ガ
面

面

。

一
哨
俳
台

ャ
哨
向
叫
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ガ

一
哨
ミ
叫

一
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デ

一

立
外

－

形

一

に
に

一

円

一
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一
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ぎ

ず
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的
わ

o
部

内

’

部
空

は
り
。

一
脚
中
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が
る

一
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縁

上

す

形

部

但
ち
反

一
円
脚

考側1成形技法の特徴形態の特徴ι1 
0高台が付く。36 

37 (16. 0) 

｜問都府 品
(cm) 

｜盤

杯黒
色
土
器
（
A
類） 。高台の付く域。高台筏

(9. 3) 

(5.4) 

38 

39 

一
（刷
）

ハU
A
U
1
 

M
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土
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探

コ

ナ
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後
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も
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面
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ビ

一
外

内

ユ

一
内

部
0

・り

一
部
。

縁
デ
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付

一
縁
デ

口
ナ
体
デ

一
口
ナ

一
に

る

端

一
に
さ

一
形
せ

’
。
一
形
お

一
字

さ

せ

る

一
字
く

」
厚

さ

げ

一
l
」丸

く

肥

反

曲

一
く
を

「
を

外

に

一
「
部

を
部
め
を
側

一
を
端

部
端
4
部
内

一
部

，
。

縁
げ
1
縁
を

一
縁
げ
る

↑
口
曲
川け
口
部

一
口
曲
め

議！41 (19. 6) 
42 (24. 8) 

43 (24. 6) 

惇 ｜護 44(18. 6) 

比Bl
際類｜

一
仏
一
日
一
凹一f」

一
面内ち

わ
一一齢
一
的
縁
る

線
口
す

直

’反
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外
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ず

45 (12. 9) 製
塩
土
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、Jノ
。
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。

粒
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一
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粒
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10焼成，良。
。胎」，黒褐色粒を合む。
赤褐色粒を含む（57)
。色調，外面青灰色（55)
淡青灰色。

。55は， 底部lζ自然秘が
付く。

lo焼成，やや軟。
｜。胎土，石英を含むo
o色調，i炎紫褐色。

｜ 。内外面にスス付着。

lo口縁部は内湾し，端部 lo内外而，ロクロナデ。 1 0 ~3'誠良。
をつまみあげ，断面三 ｜ o胎土，黒褐色粒を含む。
角形を呈するもの（59) I o色調，淡育成色。
と外側lと肥厚させるも
1の（60)

!o胴部は，内湾ぎみにホ｜。内外面，ロクロナデ。 ｜。焼成，良。
ちあがる。 'o底部糸切り後， ケズリ 。；。胎土，石英，黒伺色粒
I I I （多い）を含みやや粗

｜ ｜。色調，淡青灰色。

底部径｜残高 ｜。胴部は，斜上方向にほ lo内外面，ロクロナデ。 lo焼成，良。
62 1(17.6)1 (4.8)1ぽ直線的にのびる。 lo胴部の最下位はへラケ o胎土，石英，チャート，

｜ズリ。 1黒福色粒；を含み粗い。
i I lo底部はナデ。 ！。色調，淡青灰色。

64 I (16. 5) o口縁部は，内湾ぎみに jo内外面，ロクロナデ c焼成は，やや軟質，断
｜高台径 ｜立Eあがり，端部がやl >64・65) i而淡黄褐色。淡黄緑色
巧 ' や外反し，丸くおさめ ｜。貼り付け高台（65) I Iζ発色。（64)
65 I (6. 6) るお4) loケズリ出し高る（6め ｜。焼成は良好，断面暗灰
田 I(6. 8) 。内湾ぎみに立ちあがる ｜。外面，へラケズリ妥へ ｜色，石英粒黒燭色粒を

I 口縁部，輪高台（65) ｜ラミガキ。 ｜含むやや粗い青緑色に
。円板形lζ突出するケズ lo内面，へラミガキ ｜発色（65)
リ出し高台（66) I (64・66)lo焼成は良好，断面灰色。

l石英粒をわずかに含む。
lは？奇い（66)

考備

｜。内外国，ロクロナテ。
。水挽き痕。

lo底部糸切り痕。

！戊形技法の特徴形態の特徴

京都府遺跡調査概報第5j冊

lo底部近くでは胴部が斜 ｜。内外面，ロクロナデ。
上方向に直線的に立ち lo内而i!C7）＜.挽き痕。
上がる。

T 1 I法量
器種障問番号｜百荏｜高三
I I (cm) ! (cm) 

瓶 ｜ ｜底部径
55 ! 4. 6 

｜底部径1
1 56 1 c 4. 3) I 
1底部径｜
57 ' (3. 6)1 

奇 1 底部径1
- I 58 1 C8. 4)1 

劃
の

立口

o
r
p
v
h
句
’
ム

同
作
ル
〆
t
、

町
出

緑 ｜：椀
粕 l

間i
右耳

1. 9 ]o口縁部は，斜上方向に ｜。口縁部内外面，ロクロ ｜。焼成は良好。断面階灰
｜のび，端部を丸くおさ ｜ナデ後へラ ミガキ底部 ｜色，H台土lと石英（ 2 mm) 
｜める。 ｜内面lζ浅い沈線二条 ｜を含む。淡緑色l乙発色
！。底部は，やや丸味をお I(62) I (62) 
lびる（62) :o口縁部，ロク ロナデ。 jo焼成良好，断面青灰色，
o底部は，ケズリ出し， ｜。底部は，円板形にケズ ｜胎土に石英粒黒福色粒
｜口縁部は斜上方向にの ｜リ出し，中央が凹む（67)jを含む。暗緑色に発色
びる（67) ~ I (67) 

灰 ｜：椀 ｜ ｜高台径 ｜。口縁部は斜上方向lζ内 jo内外面，ロクロナデ。 jo焼成，良好。
粕 ｜ I 68 I (7. 8) ! i考ぎみにのびる。 lo内面へラミガキ。 'a胎土，石英を合む（68)
j I I jo高台は，丸味のある高 ｜。貼り付け高台。 I (71) 
器 ｜ ｜ ｜高台径｜ ｜ぃr高ム（68・川 ｜。重ね焼き痕が明瞭（問 ｜
I 691(7.0)1 I 口 ｜。っけがけによる粕の痕 ｜
71 I 14. 3 I 4. 8 i が明瞭（71)

I o底部以外淡青緑色の勅

l 仰）

黒褐色粒を含む
(69) 
断面淡灰色。

。色調，淡青黄色（71)
淡青緑色（68)

1071は内面に赤色(lj料が
l付着し，底外国lζ「丹J
i墨書あり。

62 le比 2)
｜高台径
67 I (6. 5) 

皿
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石鐙 73 (6. 2) 

萱「
形態の特 徴 ！必形法技の特徴 111/i 考
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が

。
ο焼成，良。
o/j台土，石英粒， J緑樹色
粒を含む。
断面，灰色。

。色調，外面淡黄灰色。
内面淡灰色。
内底部lζ淡緑色
のfdlが付着。

。口縁昔［lは内向ぎみに斜 .o口縁部最下位，ケズリ。o焼成，良好。
｜上方向にのびる。 [o口縁部に 「花文」を型 。胎土，精良。
!o高台をケズリ出す。 ぬき。 断面白色。

。高台は底部を深くケズ 。色調，外面淡乳白色。
リ込んでいる。

溝： SD16 

t-1~ 6( 
~：m器）［；. 春日ロ7壬 I ；笥さ l 形態の 特徴 成形技法の特徴 備 考

(cm) ' (cm〕

I llll 74 (16. 8) 2. 2つ底部と口縁部の墳は不 o内面ナデ。 。焼j求，良。

県 75 (11. 2) 2. 2 0~恥比 内階みに i：諸問F話量了テ常事： 謀長室含む。
76 (8. 2) 1. 9 立ちあがり，端部は丸 ｜ 淡極燭色（76)

くおさめる，探壁は厚

須瓶 77 (3. 8) 

~ 

し、。

J

を粒色黒
。

。
，

色

好
英

以

良
石
中
円
0

・

成
土
む
調

焼
胎
合
色

。
。
。

。
テ
の
。

ナ
土
る

ロ
粘
あ

ク
に
が

ロ
面
痕

も
外
た

と
部
ね

出
端
重

外
縁
り

内
口
折
。。
げ
ず
あ
わ
みま
め
つ
大
」
を
お
。

部
く
む

端
鋭
凹

縁
ゃ
に

u
や
か

o
 

SK 22 

ソ

At

、j
法
け
仰
一

洛wwv 
器極器

）
 

－
 

F
h
v
 

可
L
ι（
 

0
0
 

弓

t
H
U
U
 

ーイ
附
器

79 (14. 5) 

80 (13. 7) 

81 (13. 8) i 
82 (10. l)・ 

校

む

り

わ

一コ

色

合

8

8

J

制

を

0

9

一いい

、

0
6
ι
J
J
d
ni

ぺ
引
グ

O
B
i

／

t
‘、手ヒ

’む

一

色

褐
8

1
火
合
ヤ
わ
褐
援
円
い

良
右
を
チ
N
V
淡
淡

制

一
氏

ι

乱

一

年

市

ム

口

白

］

一L
伊
お
山
”
”
”
リ
’
’
r町

一
。
。

。

一
’aト・
一
み
ノ

徴

一
一例

ヒ主

一
立ロ

川

一
一縁

O

M

口
。
整

U
U

’テ
制

問

デ

ナ
未

U

ナ
コ

は

E

凶
ヨ
部

内
面
底

。

。

一
明

屈

あ

が

肥

る
も

的
が

生

一
不

’め
の

’め
い

a
o

古

墳

せ

8
も

げ

さ

な

げ
、ゆ

特

の

さ
0
い

あ
お
せ

o
の
つ

コ

部

以

仰

な

み
く
さ
る
も
わ
が

。

縁

外

の

し

ま

丸

厚

あ

い
川

態

一
口

を

も

曲

つ

’肥
が
務
事

リラ

と

部

る

屈

。
は
せ

’
O
の

U
o

H

部

。縁
す
り
る
部
さ
の

σ壁
わ
る

一
氏
際
口
曲
ま
あ
端
厚
も
の
器
幻
あ

一
0

0

0

0

き
）
一

5

1

百一
一旦

一－u
m

L

L

JN

同
〆
L

- 53 -



京都府追跡調査概報第5rm 

I I I法量 l
器種器問番号1-0j子｜育さ｜ 形態の特徴
I I l(cm)1£cm)I 

' I 83 lc10. 6) I 1. 5 I。ロ縁部制上方向岨｜。内面ナデ，口縁部内外 lo焼成，良。

: 841 (8.州1.4。諸島忠弘おるも ｜。E品コ註。 l。監b詰 ，赤褐色粒
I I I ｜の飢丸くおさめる ［ ｜叫淡褐色
｜ ｜ ｜もの（84) I I 

瓦 ｜椀 185I (6.6)1 2.710断面三角形の高台が付 lo高台を貼りつける。 。焼成，やや軟o

I I : lく ？ l。内町口縁部ヨコ lo胎土黒褐色粒雲母I 86 , c川） 2. 2 lo口縁部は，内向ぎみに｜ナデ lを含む。
, I 1立ちあがり，端部を肥｜ 。 ｜。色調，黒灰色， l暗灰色。

j . i I ｜厚させるもの（86）させ l
｜ないものがある。

須 ｜杯｜ ｜高台径1 jo高台の付く杯底部のみ山内外面ロクロナデ。 lo焼成，良。
恵 ！ ! 87 IClO. 4Y jo口縁部は斜上方向に直 ｜ 'o胎土，石英，黒褐色粒
器 ｜ i I . 線的lこのびる。 • を含む。
I j I 0色調，淡青灰色。

阿部I(5. 4 ）日明部内瓦日面下半~ナデ lo焼成， 良好， やや軟
｜官ム伎 ｜鋭くおさめ，わずかに (89) (89) 

邸内局 ｜凹む（お） i；臨息長品了デ。 ｜。監♂英，黒褐色粒

I ! 1°頚部にしぼり痕（88) jo色調，青灰色 88)
lo底部lこ糸切り痕（89) I 淡青灰色（89)

成形技法の特徴 的 考

土 I ~ ： 901(18.5) 
師 I I i I 91 1c2i.1) 
器 I I I 

。口縁端部を内側lこ折り jo口縁部内外面ヨコナデ。lo焼成，良。
曲げる（90) jo頚部内面にハケ日残る ｜。胎土，石英，赤褐色粒
。口縁部を弱く「く」字 I(91) ｜を含む。
｜形哨げ端部を肥厚 jo胴部外面オサエ後ナデ 「色調問色。。）
させる（91) (91) I 淡褐色（91)

須 i杯 ！ l高台径｜ lo Iコ縁部と底部の境から ！o内外商，ロクロナデ。 lo焼成，良好（93)
恵 ！ I 92 (12. 9)1 ｜内側に高台を外向きに 10底部ケズリ（92) やや軟質（92)
胆 1 ~w ｜付ける（92）境fC::付ける ｜。高台を貼り付ける。 o胎土，石英，チャート

I (93) 黒掲色粒を含む（92)
!o色調，青灰色（93)
淡青灰色（92)

｜瓶 ｜ ｜高台径｜ ｜ ｜。内外国，ロクロナデ。 ｜。焼成，良。
i I 94 I (4.刊 ! :o内面川挽摘。 ；胎土，石英を合む。
I I I : ,o底部fC::糸切り痕。 ρ色調，淡青灰色。

瓶 I95 I 43 ! io. 7 lo口縁部をつまみあけ＝ゃ ｜。内外面司ロクロナデ。 ｜。焼成，良好。
i , I ｜や鋭くおさめる。 o ~同部外下半に斜方向の ｜。胎土’チヤ一ト（5mm
I I I ナデ0 1含む。

I !o底部lこ糸切り痕o p色調，青灰色。

高JIコ1辻三
93 (9. 0) 

（注1）調査補助員 ・整理員として下記の諸氏の参加があった。（B地区のみ）

川西康義 ・森 一九・相沢博己・後藤正士 ・信部康弘 ・内藤清和 ・平田克幸 ・山本和夫 ・横山

知行 ・福宮仁・稲岡知江子（以上立命館大学），藤井理絵（京都教育大学），木戸裕美（橘女

子大学）， 江田恵美子 ・小山みのり ・小川志津香・田村 香・高井七重 ・森規志子 ・大辻外茂

子・伴恵子・中村康子 ・小倉美奈子 ・田村晶子（以上京都女子大学），長谷川陶子 ・寺升初代

－北川ともえ ・中島美代子他

（注2) 『京都の歴史』1 1969 学芸書林
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jよ降寺助、

Ci13）自1:1:1貞吉「山以北部の条'llを調査して太秦11:.隆寺の旧地lζ及ぶ」（上） ・（ド〉（『歴史地理』25ー

1・2)1915 

1毎原木治「広隆寺縫石双山瓦」（『京都府史蹟勝地調査会報告JJSl'O ffll 点都的） 1919 

悔原末治「太秦広隆寺」（『京都府史蹟勝地調査会報告J第5冊京都府） 1923 

石田茂作『飛鳥時代寺院士止の研究』 1936 

問中重久『聖徳太子御聖蹟の研究』 1944 

向升芳j掌「広隆寺草創考」（1）～（4)（『史法と美術』229～232)1953 

（注4) 『常盤東ノ町l~iJj'f/lfj] ( Jli ）京都市埋政文化財研究所 1977 

（注5) 『常舵（1j1ノ町集溶助、発掘調査報告』 （財）京占~lrlitill.i1~~文化財研究所 1978 

（注6)（財）京都市埋蔵文化財研究所 1981年春発協調査

（注7）松井忠心氏の御教示による。

（注8）江谷寛「京都府弁天島経塚群」（『日本考古学年報』30 1977年度版） 1979 

（注9）波貝毅「北野廃寺と広隆寺旧境内」（『仏教主術』 116)1978 

（注目） 「京都大学吉田食堂建設予定敷地内発見の鋳造遺構について」京都大学捜蔵文化財センターパ

ンフレ y ト 1982 五 判｜｜伸矢「京都大学教養部構内 AP22区の党鐘鋳造遺構について」

（『党鐙鋳造遺構の現状とその諸問題」（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）1982 

（注11）神崎勝「兵庫県多可郡中間J天国く多可寺跡＞の焚鐙鋳造遺構について」（『党鐘鈎造遺構の到

状とその諸問題』 CM）京都府埋J放火化財調査研究センター）1982 

（注12）林博j必「党鐙を鋳造した遺跡の調査」（『月刊文化財』）1978.5 

林博jffi「大津宮周辺の寺院関係工房跡の調査」（『月「lj文化財』） 1978. 11 

（｛－主13）友野良一「寺平遺跡」（『埋蔵文化財緊急発掘調査報告』長野県上伊那郡飯島町） 1980 

友野良一 「寺平遺跡の焚鐘鋳造跡」（『月刊文化財』） 1979. 11 

（注14) 「山田寺第3次（講堂・北面回廊）の調査」『飛鳥・藤原宮発掘調査概縦』10 奈良国立文化財

研究所 1980 

（注15）平良泰久 ・奥村清一郎 ・伊野近富他「平安京跡（左京内膳町）昭和：J54年度発掘調査概袋」

（『埋蔵文化財発掘調査概要（1980-3）』京都府教育委員会）1980 

Cl主16）安藤信策 ・水谷うち克他「篠窯跡群昭如55年度発掘調査概要」（『出版文化財発掘調査概tu
(1981 2）』京都附教育委員会） 1981 

Cl主17）横田賢次郎 ・森田 勉 「大卒府出土の輸入中国陶磁器について」（『九州歴史資料館研究論集』
4) 1978 

Cr上18）凶山浩一ー ・ 吉本発俊「点t,j)ij) 1~a;以の飛鳥H寺代以陶兼業，？、跡」（『 1=14:考古学年制』 1963年

度版）

（注19）注3梅原木治「太秦広隆寺j 図版第15 (1) 

Cl主20）同上図版第15-2

（注21）木村健三郎氏の街l教示による

（注22）佐繰興治「樫店主挺寺発抱調査紙製」（『埋蔵文化財発掘制査紙十世（1967）』京郎j向教育委員会）

1967 

（注23) 『岐阜県恵那郡坂下町金屋 ・星の宮両遺跡発掘調査報告書』坂下町教育委員会 1975 

（注24) 『軽野正境遺跡発掘調査報告書』 滋賀県秦荘町教育委員会 1979

（注25）坪井良平「党鐘鋳型の出土例」（『史迩と美術』474〕

（注26）注12と同じ

（注27）高橋美久二「山城国葛野・乙司＂両岩 11の古瓦の様相」（『史惣』 15)1970 

また党鐘鋳造遺構 ・ 遺物について，五~井良平 『日本の焚鐘』角川書店 1970によるところ

が大きい。
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京都府遺跡調査概報第5冊

3. 長岡宮跡第119次発掘調査概要

(7AN16 c地区）

1.はじめに

本報告は，京都府向日市寺戸南垣内において，乙訓郷土資料館（仮称）建設に伴う発掘調

査として，昭和57年3月17日から 5月13日まで実施した長岡宮跡第119次の調査に関するも

のである。この調査は，京都府教育委員会の依頼により，（財）京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンターが実施し， 主任調査員長谷川達，調査員竹井治雄が現地調査を担当した。現地の
（注1)

調査にあたっては，長岡京跡発掘調査研究所，向日市教育委員会等の協力を得，学生諸氏，

作業員の方々の参加協力により無事終了することができた。

7 AN 16Cの調査地は，宅地化が若しい長岡宮内において竹林として利用されており，遺

跡の逃存も濃厚であると考えられた。調査の目的は，特に長岡宮の北西宮街lこ関連する遺構・

負fJ39図調査地位置図（1/50,000)
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j立物の検山lζ主l肢を置いた。しかし，l何日丘陵商端部では長間宮造泣以前の遺跡についても，

過去の調査成果が数多く存在する。大極殿院下層より検出された古墳（山畑古墳群），朝堂
Cil' 2) 

院下層の奈良時代の掘立柱建物群（郡街跡），弥生時代の方形周溝墓などが確認されている。

また，本調査地の小字名が垣内等と呼ばれている乙とから，物集久街道沿いの中世集落が想

定できる。 ζのように当該地は， 複合遺跡の様相を呈していると思われることから，長岡宮

lと関連するものだけでなく，各時代の遺構についても充分に配版する必要があった。

今J11Jの調査の結果，長岡京期から近世までの迫構 ・造物を検山し，多くの資料を得る乙と

ができた。とりわけ潟 SD12は，長岡京期lζ比定されるが，その性格上，造営に関連する

ものであれば興味深い資料である。
Cl土3)

現地の調査終了後，ただちに長岡整理事務所において整理員諸氏の協力を得て，造物整理・

図面整理を進めた。遺物の写真撮影は，元文部技官高橋猪之介氏にお願いした。遺構及び現

地での造物の写真撮影は竹井治雄が主に行なった。なお，本概要の執筆は竹井によるもので

ある。

2 調査経過

長岡宮は，向日丘陵南端部を開削し，一方に感土を行なって造営されている。今回の調査

地は，長岡宮の北西隅にあたり，西に高い緩斜地をな し，東半部では2段lζ分かれるが平坦

を呈する。標高は 29～34m，比高

差は 5Ill を測る。

卜レンチの設定は，開発による

掘削の規模 ・位置等に規制される

乙とが多い。しかし，今回の場合，

資料館建設の計画が調査開始時点

（昭和57年3月現在）までに具体化

されていなかったことから，敷地

全体（約 8,000 m2）を調査対象と ＼ 

した。なお，敷地の西半部の自転 ' 

車置場に利用されている地点は，

以前lζ向日市教育委員会の手でク

リッ ト掘りによる試掘調査が行な

われている。その成果によると， 第40灰｜ トレンチ位 置図 (1/2,500) 
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):j'}41凶 トレンチ名称図

洪積層まで削平をうけ， i立構 ・造

物の残存していないことが確認さ
（住4)

れている。この成果を参考にして

敷地東半部をおもに調査対象とし，

最終的には第41図のA区からH区

の順に卜レンチを開いた。調査区

の総面積は，およそ 700m2であ

る。

A区の設定は，現地形が平坦地

であることと，その地点より約 30m東方で中世の議 ・建物が以前に検出されており，それ

らの遺構との関連を追求するためであった。調査区の規模は約270m2である。予想どおり，

A区より溝 SD12や柱穴群等の遺構を検出し，この広がりを追求するために新たに H区を

拡張した。また調査地全体の目安となる土層を観察することができた。

A区での基本的な層序は，上から（ I ）表土 ・竹薮の客土，（日）茶褐色粘砂質土（皿）

茶柑色粘質土，（N）赤燭色粘質土，（V）黄灰色砂礁である。土層（ I）は調査区全般に広

がり，厚さ 30～100cmとぱらつき，現地形の起伏の要因となっている。土層（日）はA区

とH区のみにあり B～G区では見られなし、。堆積に 「しまり」がなく，砂質を多分lζ含む。

土層（皿）は粘性が強く，堅くしまった感じがする。この層はA区のみに見られ，SD 12の

埋土と良く似る。土層（IV）はA区では 50cm と岸く堆積するが，C～E区では直接（V)

が露呈する。（V）・（VI）は，いずれも洪積層（大阪層群）であることから地山と考えた。

遺構の検出面は，溝 SD12は（N）の下層で柱穴群は（III）を切り込み（日）の上面で

検出した。

「ぐー／ムヘ＼ 4 ＼〈一一一一 2 

でごプ＼マ〈て三一一＼一一＼ 3 
5012 "'" 〉〈＝ご一一～～：~ ' 一一一一

第42図 A 卜レンチ」ヒ壁断面 実測区I(l/40) 

1.表土 2.茶褐色粘砂質土（砂まじり） 3茶褐色粘砂質土（粘性土）
4.茶褐色粘質こと 5.茶掲色粘質土（赤色粘性土） 6.赤褐色粘質土（地山）
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3 検出遺構

調査の結果検出した遺構は，柱穴群 ・滋 ・土城 ・土壇状遺構 SX08などである。ここで

は，滋 SD12，土壇状遺構 SX08を中心に述べ， 他の遺構は乙れらに関連して略記する。

(1)溝 SD12 

A区中央とH区において北西から南東方向に少し蛇行しながら走る南北潜である。第（田）

層下層で検出したこの議は，H区では残りが良く，A区では上部が削平を受け，また柱穴群

によってわずかに平面形を乱されている。 検出された溝の長さは， 約 35m を測り，等高線

lと＂＇Y行して卜レンチ外へと続く。潜の幅は，A区北側で 0.Sm，南へ行くに従って広くなり，

H区南端では最大残存幅は 2.2 m を測る。潜の断面は，U字状あるいは逆台形状を呈し，

深さ 0.3～0. 7m を測り，南側でかなり深くなる。講中の堆積土は，茶褐色を呈する粘質土

の単一層であるが，上部と下部lζ大別すると，上部では砂質土，下部では粘性土が主体とな

る。出土造物は，上部では土師質 ・須恵質の土器細片が多いのに比べ， 下部では，納片は少

なし須葱指向；身 ・土師器悲など完形品に近いものが3点出土した。

(2）土壇状遺構sx08 

A区 ・H区の両側部において検出された南北方向の直線的なテラス状の段をもっ遺構であ

る。検州長は約 30m，幅は上部で 5m，比高差 0.5mを測る。堆積状況をみると，地山は

丙から東へ低く傾斜するが，土層（ f ） ・ （日） ・ （田）で土壇が形成されている。 ζれらはずi~

褐色を呈する粘砂質土であるが，ひじようにやわらかく基本層序の （日）に相似する。土層

( f ）の上而はほぼ水平となり，溝Aを共l:Hする。遺物は，溝Aから瓦質鍋，土層 （I ）か

ら十師器皿，瓦質鍋などがある。

(3）土壌 SK14 

A区南半の中央部において検出した隅丸方形状の土城である。 一辺 1.2 m のほぼ正方形

を呈し，深さ 40cmを測る。埋土は灰色の泥土の単一層である。出土造物lとは，土師器皿が

セクションA セクション B セクショ ンC

ーで多ア－~
L:::27.20M 

第43図泌 SD12 断 面実測図 （1/40)

；）上層 茶褐色粘砂質（砂質土） n下層茶褐色粘砂質（粘性土）
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｜．茶灰色粘質土

2.茶褐色粘質土

表土 1 

3.茶掲色事占砂質土
4.赤掲色粘質土）

｝地山
5.黄灰色砂磯 ！ 

長岡宮跡第119次

L=JO.SOM 

。 4M 

:!{H5図土凶状遺構 sx08 断而実狽lj 図

多く，他に瓦質鍋，炭化物などが共伴する。

(4）柱穴群

A区とH区で総数1201乙近い柱穴を検出した。 これらはPl～4を除いですべて円形を呈

径し， 20～40cm前後の規模である。円形の柱穴の柱通しが不規則で，建物としてまとま

らない。柱穴の想二！こは，淡灰色の粘土質である。造物は，柱穴内から瓦器椀のtfll片が数片出

土した。

p 1～4は SX08の東端上で南北方向に検出された柱穴である。掘形は 40cmの隅丸方

形を呈し，約 40cm の深さである。埋土は赤禍色の粘質土であるが，概してやわらかい。

柱問寸法はP 196cm・144cmと不規則である。

4.出土遺物

ti＼土巡物lとは奈良時代 ・長岡京時代および中山 ・近世の

ものがあり，コンテナーパッ トで約5箱分になるが，調査

面積の割には少ない。そのうち SD12出土の土器類は，

完形品を含め実測可能なものが多く，一括資料として掲載

できる。その他，墨書土器が一点山土したものの，中世 ・

近世の遺構及び包含層から出土した土器類の小片からは，

細かな時代的特徴を見い出すことが困難であった。

(1)墨書土器 （第46図図版40-17)

SX 08 の溝Aより出土した土師器の皿あるいは：杯であ

る。この底部外面lζ描かれた墨書 「＃」は，筆順や形から

61一
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第46図 sx08溝A出土器省
土器実測図
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1皆書による漢字を表現していると考えられる。破片の復原を試みたが，底部ではこの一文字

しかないようである。乙の墨書土器の時期は，共伴遺物lζ底部外面にケズリの痕跡を留める

瓦質鏑があるが，それよりも古いものと恩われる。

γ寸〈 う二ベ
2 
、‘、．

－~首『~.... .. ／ ／’－ L一 三当、
4 

戸二一士一 」~ r乙ごて二仁一一、 6

に：：－ 78 

17 

／ー一一ー＝＝士4三二二r-----
I I ー『司圃．． ， 

15 

0 20C円、

第47図溝 SD 12 出土遺物笑測図

1・2＿土師器楚 3～6.須恵、器杯蓋 7・8＿須恵器杯身 9・10.壷（1～10：上層
出土） 11・12.土師器杯 13・14.須恵器杯身 15.須恵器杯蓋 16～18.須
恵器壷 19.土師器勢 20.須恵器壷（11～20：下層出土）
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(2）溝 SD12出土遺物

「1｝び， SD12内の堆積土壌と土器の様相を述べておきたい。講内の茶褐色を呈する粘質土

は，地山及び（田）層との混合土壌であるが，（田）がその大半を占める。 このため観察 ・

分層作業は困難をきわめたが，調査時において上部と下部とに大別した。これらに包含され

ている小片 ・完形品の土器類は，原位置を失い，さらに上部と下部とのものに時期差が認め

られないことから，SD12は一度に埋没したものと考えられる。また，人為的な埋土の可能

性もあると忠われる。

① 上層出土の土器類 （第47凶l～10)

土師器喪 (1・2）は胴部を欠領，口縁部は摩耗が著しく調整の不明な点が多い。悲 (1)

は，やや鋭角的な「く」の字形の頚部をもち，口縁部は丸くおさめる。口縁部内面に横方向

の刷毛目が見られる。斐（2）は，なだらかな「くJの字形に外傾する口縁部をもち，端部

は平坦函を有する。色調は共lζ赤褐色を呈し，やや軟質の焼成である。

須恵器係長（3～6）は，いずれも天井部につまみを持つものと思われる。色調は須恵器

特有の育灰色を呈する。蓋（4）は口縁部内面に返りをもっ。口径は 13.6 cm，器高は 1.3 

cm を測る。 7世紀後半に位置づけられる。蓋（5）は口径 18.3 cm，口縁音／lは垂直に下り，

端部で外反して丸くおさめる。蓋（6）の口縁部はやや外反し，端部は大きく丸めておさめ

る。

須述、器b半身 (7 ・ 8 ）は；J:~iこ淡灰白色を呈し，やや焼成が甘い。 ( 7）は口縁部が外反す

るのに対し，（8）はまっすぐ上方へおさまる。口径 16～17cm，器高 4.5～4. 9 cm を測る。

須恵器壷（9・10）は，底部静止糸切り痕をとどめる平底で，内面にはしぼり痕を明H僚に

残す。 (9）は特にほぼ垂直に立ちあがり，体部はゆるやかにふくらむ。

以上の土器類は，現地調査において上部（上層）として採り上げた造物であるが， (1・

5）を除いて同時期に属するものと思われる。

② 下層出土の土器類 （第47図11～20)

ご卜師器材； (11・12）は底部から斜め上方lζ外反しながら口似部lζ至り，端i'.fllでは）Lくおさ

める。口径は 17.8 cm，器高は3.Scmを測る。共に磨滅が著しいため調整不明な点が多い。

色調はし、ずれも淡赤褐色を呈し，胎土lζは雲母 ・クサリ際が見られる。

須恵器；杯身（13）は，細い逆台形状の高台を持つ。 (15）は本来天井部につまみを持つも

のと思われる。

査 （17・18）は肩部からほぼ垂直に立ちあがる顎をもち，口縁部では大きく外傾し，端部

を丸くおさめるもの（17），端部が下方lζ向くもの（18）とがある。肩部は大きくはり，球

つUFO
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形の体部，底部では高台を持つ査と思われる。

主主 (19）は短く外反するロ縁部とややはった肩部をもっ。口縁端部は肥厚する。休部には

素地の輪づみの痕跡が顕著に見られ，指オサエによる調整が明瞭である。この婆は，いわゆ

る墨書人面土器によく見られるタイプの器形である。

以上の土器類は，下部（下層）の土器類であるが，上部との時期差は認められない。従っ

て SD12の廃絶期は，先述の埋土の様相と考えあわせると，長岡京期lと推定することがで

きると思う。

(3) SK 14の出土遺物 （第48図1～7)

土域内から出土した土器類は，そのほとんどが土師器血であり，一点底部を欠いた瓦器境

がある。

土師器皿は全般に赤褐色を呈し，やわらかく焼成され，胎土l乙は雲母 ・クサリ礁が含まれ

る。 (5）を除けば底部より斜め上方にわずかに外反し，口縁端部は丸くおさめる。底部は

平底である。（4）は「大皿」の系統に属するもので，口径 9.8cm，器高 1.8cmを測る。

その他の皿は 「小皿Jの系譜を引き，口径 7.6cm，器高 1.4～2. Ocm を測る。

瓦器椀（ 7）は，内外面とも黒灰色を呈し，内面には数条の細い暗文が施され，外面ーには

オサエの痕跡が残る。体部はやや内湾ぎみに斜め上方にたちあがるが，器高指数は小さい。

これらのととから，14世紀後半に位置するものと思われる。

(4）茶褐色粘砂質土層の出土遺物 （第48図8～15)

土師器斐（8）は，口縁部から肩部にゆるやかな「く」の字形を呈し，端部は肥厚する。

口縁部内面には横方向の刷毛目が残る。

須恵器薬（9）は，屈曲した 「く」の字形を呈し，口総端部は平坦面をもっ。色調は内外

出とも淡灰色を呈し，胎土は徽密で良好である。内外面とも丁寧な回転ナデによる調整が行

なわれる。

土師器皿（10・11）は大皿の系譜を継ぐ。休部のたちあがりは斜め上方に外反し，口縁で

わずかに内傾し，端部を丸くおさめる。口径 10.0 cm，器高 2.2 cm を測る。色調は白色l沫

の強い褐色を呈する。土師器血（12～15）は，小m類である。口径 6.8～7.6cm と個体差

が見られるが，およそ15世紀代に位置づけられる。

(5) sx 08溝 Aの出土遺物 （第48図16・17)

土師器斐 (16）は， 「く」の字形にくびれた頚部と軽くはった肩を持ち，口縁端部は丸l床

を帯びる。体部外面は刷毛目，内面は指の圧痕を留める。口径 18.1cm を測る。色調は内
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第48図出土造物実視1J 図

1～6.土師器皿 7.瓦器椀 8.土師器主題 9.須恵器鉢 10～15.土師器
肌 16.土師器箆 17.羽釜（瓦質） (1～7. SK 14出土 8～15.茶褐色粘砂
質土居出土 16・17.SX08溝A出土）

外面と も撞白色で，焼成はやや甘い。

羽釜（17）は，やや内傾気味lζ直上にのびる口縁をもち，端部は平坦面を有する。鍔部は

ほとんと、水平lζ貼り付けられている。口縁部内外とも横ナデを施す。

5.まとめ

本調査は，諸々の条件下で実施されたものであったが，上述のように多くの成果を得るこ

とができた。中でも溝 SD12の検出は，長岡宮の北西宮街を考察する上で重要な資料を提

出できた。 『大内裏図考証』によれば，宮内の西端に位置する「茶園」に推定される本調査

地は，竹林の盛土による改変が行なわれたものの，調査の結果から敷地西半部では旧地形を

留めていると言える。そ して，平坦な東半音［）では中世の柱穴群 ・土城等のみで，長岡宮lζ直

接関連する遺構は検出できなかった。 SD12は，乙の両地域の傾斜変換点にあたるところで
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検出された。このように長岡宮造営に関しての積極的な資料は得ることができなかった。し

かし，緩斜地のコンターラインに沿って流れていた SD12が人工的に廃絶したと推測を押

し進めれば，造営の過程でこの地も何らかの形で意識されたことは，充分推察できる。

（竹井治雄）

（注1）福富仁・秀野恒弘・小西哲夫・小野康博 ・出口ひとみ・伴圭子

（注2) 『向日市埋蔵文化財調査報告書』第3集 向日市教育委員会・長岡京跡発掘調査研究所 1979

『向日市埋蔵文化財調査報告書』第5集向日市教育委員会 1979

『向日市埋蔵文化財調査報告書』第6集向日市教育委員会 1980

（注3）山本弥生・木村美智代

（注4）向日市教育委員会山中 章氏の御教示による。
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